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　前回読みの対象とした（注1）詩人フーヘルのラジオ放送用原稿。Zwei
Selbstanzeigen　zum　Gedichtband》Der　Knabenteich《“（注2）は，印刷され
るばかりになっていた詩集》Der　Knabenteich《の根底にある好情の意味
を，すなわち詩人自らの読み，再認識という意識的作業をとうしてという
ことになるのだが，この72篇の詩作品の配列，組立てによって構築され
るポリフォニックな好情形象の特性を彼にとって聴き手であり，読む者で
ある第三者に向け情感をこめ伝えようとして創作されたテクストである。
そしてこのテクストの表現形態，それはオリジナルに対しその自己解釈に
は時間的隔たりがまだ充分になくほとんど重なり，そのような仔情的心情
になおあってもそれでもやはり意識の必然的距離を介する外在的視座に立
つしかないフーヘルのこうした存在状況を反映してか，まず前半のテクス
トでは叙述の散文と，詩集から選び出された詩作品そのまますべてのある
いはその一部分の引用といった韻文とが交互に配置された解釈連鎖の文脈
となっているのである。それに後半のテクストである。前回拙論で少し触
れたのだが前半のテクストのなかからの内容とその語句が再びテクスト上
に現われているが前半のテクストの明確な対立構成は見た目にはなくなっ
ている。つまり説明的散文と彼の詩作品の数々から切り取られた断片の言
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語形象の結合によって融合一体の表現態に，特にその後半になるとオリジ
ナルの韻文からの引用による接続，組立てだけから構成されたテクストと
なっていて多層的光彩を放つ一つの詩的作品になっていると言ってよい。
　そして前回主として前半のテクストの説明的散文の文脈に読み取れたこ
の詩集の仔情的特性についてのフーヘルの見解は，あくまでもテクスト状
況からはこのテクストを書く段階で，つまりこの詩集を詩人自らが読むこ
とで理解したものであって詩集編纂時点の認識からのものではないという
ことになるが，それは，この詩集のそれぞれの詩にはAlt－Langerwischで
の幼少期の思い出という詩人の過去と現在の交錯する自己現象そのものが
詩形象化されているということである。詩作することが自己存在の意味を
問うこととならざるをえない近代詩人の系列にあるフーヘルにはこの内的
凝視による過去の現在する関係項としての自己という現象が必然的に詩の
主題となる。だからここにあっての詩的レアリティを実現する手法が詩人
にとっては肝心なこととなるのである。というのはややもすれば拝情する
主体のその思い出という内部照射は，詩的実現への強い思い込み故にその
対象をかえって一方的に主体の現状の尺度にあてはめてしまう独り善がり
（。Pr・grammf・rderung‘‘）に陥りやすく，とかくそれは「色槌せた記憶を無
理矢理に新たにすること」であり，結局はその詩形象を一面的傾向性によ
る「単なる田園詩（。die　bl・Be　Idylle“）」へと風化させてしまいがちである
からである。
　そしてこのような意識からの詩には拝情するこの主体意識そのものが，
その内部照射に展開する自己という存在状況そのものが形象化されること
になる。まさに詩全体がこの意識現象の動的構造性を暗示する言語システ
ムとなると言ってよい。それは具体的には，回想する主体の好情の身振り
に必然的に主体にとっては「他」が，それは過去の痕跡として今詩人を取
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り巻く日常的で些細な事物，事象，しかも感応的表現性のもの（例えば聴
覚事象：。eine　Uhr　schlllgt，　Vespergeltiut，　ein　Hahn　krtiht“）なのだが・
この過去の記憶に親密に結びついた馴染み深い「他」が，「境界線」の比
喩として機能し，つまり詩の文脈には線，面あるいは今といった図形性
にある名詞により直接表現されるだけではなくて，語句や文の組合せとそ
の配置関係によっても暗示表現されるこの境界線が詩のテクストに内と外
とに二分対立することでの空間的構造をイメージさせることになる。そし
てこの境界という物質性の壁がかえってばねとなり，想像力の内的視線
（。unser　Blick“）が成り立ち，そこに一瞬の閃光に開ける空間的暗部から触
発された内部イメージ（。das　rettende　Bild　der　Magd“）が出現するという動
的構図が詩のテクストの基本となるのである。遮断であるが故に通路であ
るという矛盾の機能としてのこの表面性，現在性の境界域のスクリーンに
思い出という像が発現，展開していくのである：
Oft　sind　es　nur　die　ganz　geringen，　allttiglichen　Dinge，　die　uns　an－
rufen：eine　Uhr　schltigt，　Vespergelljut，　ein　Hahn　krtiht．　Abbr　das，
was　dunkel　in　uns　lebt，　antwortet　darauf．　Und　was　unser　Blick
zuerst　ergreift，　wenn　er　sich　nach　dorthin　fifr　einen　Augenblick
erhellt，　das　ist　das　rettende　Bild　der　Magd．　Sie　hUllt　das　Kind　ins
Schultertuch；sie　trtigt　es　barfuB　durch　den　StoPPelsturz；sie　schabt
den　Apfel，　kocht　Brei　im　Kachelloch；sie　wtirmt　das　Hemd　und
schiebt　die　heiBe　Kruke　ins　Bett；sie　strickt　noch　immer，　wHhrend
wir　einschlafen，　weiB　im　Petroleumlicht．　　　　　　（下線筆者）
ここに引用した個所は前回の拙論で問題にした引用（8）に続く部分というこ
とになる（注3）。上述のようにこの前半の引用部分で主体の浮情的注視の身
振りに，かつての懐かしい人物が出現するという方向性との交差による立
体的境界域構図が比喩的にイメージされる。そしてそこに，この内部イメ
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一ジ。die　Magd“を契機としてそれに纏わる一駒一陶の思い出が盗れ出て
くるのである。こうしたイメージの自動性を後続する文の配列形態が暗示
していると言えよう。しかしフーヘルにとって問題なのは，このように出
現するイメージ群に対しただ感慨に浸ることでは勿論なく，圧倒するその
纏まりのないイメージをいかに言語的に捉え構築し詩のレアリティとする
かである。
　ところでここに展開する文脈の内容はすでに詩集》Der　Kna－
benteich《に，そして詩集》Gedichte《とさらにその修正版の詩集》Die
Sternenreuse《に取り入れられていくことになる詩作品》Die　Magd《（注4）
として実現されているのである。そこでフーヘルが求め表現しようとする
拝情のレアリティの実際を，まずラジオテクストに詩としては引用されて
いないがこの詩のテクストにおいて見ておくことにする。
　Die　Magd
Wenn　laut　die　schwarzen　Htihne　krtihn，
vom　Dorf　her　Rauch　und　K16ppel　wehn，
rauscht　ins　Geltiut　rehbraun　der　Wald，
ruft　mich　die　Magd，　die　Vesper　hallt．
Klaubholz　hat　sie　im　Wald　geknackt，
die　Kiepe　mit　Kienzapf　gepackt．
Sie　hockt　mich　auf　und　schUrzt　sich　kurz，
schwankt　barfuB　durch　den　Stoppelsturz．
5
Im　Acker　knarrt　die　sptite　Fuhr．
Die　Nacht　pecht　schwarz　die　Wagenspur．
Die　GeiB，　die　zottig　mit　uns　streift，
im　BtirlapP　voll　die　Zitze　schleift．
10
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Ein　NuBblatt　wegs　die　Magd　zerreibt，
daB　grtin　der　Duft　im　Haar　mir　bleibt．
Riedgras　saust　grau，　BeifuB　und　Kolk．
Im　Dorf　kruht　mUd　das　HUhnervolk．
15
Schon　klinkt　sie　auf　das　dunkle　Tor．
Wir　tapPen　in　die　Kammer　vor，
wo　mir　die　Magd，　eh　sie　sich　labt，
das　Brot　brockt　und　den　Apfel　schabt． 20
Ich　frier，　nimm　mich　ins　Schultertuch．
Warm　schlaf　ich　da　im　Milchgeruch．
Die　Magd　ist　mehr　als　Mutter　noch．
Sie　kocht　mir　Brei　im　Kachelloch．
Wenn　sie　mich　ktimmt，　den　Brei　durchsiebt，
die　Kruke　heiB　ins　Bett　mir　schiebt，
schltigt　laut　mein　Herz　und　ist　bewohnt
ganz　von　der　Magd　im　vollen　Mond．
25
Sie　wllrmt　mein　Hemd，　kUBt　mein　Gesicht
und　strickt　weiB　im　Petroleumlicht．
Ihr　Strickzeug　klirrt　und　blitzt　dabei，
sie　mumelt　leis　Wahrsagerei．
30
Im　Stroh　die　schwarzen　Htihne　krljhn．
Im　Tischkreis　Salz　und　Brot　verwehn．
Der　Docht　verraucht，　die　Uhr　schlHgt　alt，
Und　rehbraun　rauscht　im　Schlaf　der　Wald．
35
1926
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この詩は4詩行を一つの詩節として9つの詩節からなり，このフーヘルの
初期詩作品の特徴である規則的な韻律が施されている。そしてこのテクス
ト形態の冒頭詩節にあってまずイメージの風が吹くのである。過去の定め
難く，捉えどころのない暗さのなかに雄鶏の鳴き声（。die　schwarzen　Hlihne
krahn“）の知覚（。laut“），それに誘発されるように具体的場（。D・rf“）の向う
側から無冠詞で剥ぎ出しで透明な嗅覚＝視覚と聴覚のイメージ（。Rauch
und　K16ppel“）が吹き寄せる（。wehen“）。それに対置するようにこの詩人
の場（。de・Wald“）は村からの晩鐘のなかに共鳴し（。rauscht“），イメージ
化へと流動性を帯びる。そしてそこに呼応するように結実する人物像
。die　Magd“が，それは晩鐘の響そのもの（。die　Vesper　hallt“）でもある
が，その幼少期の母以上の存在であった（。die　Magd　ist　mehr　als　Mutter
n・ch・“ j下女Annaが夕刻，幼い詩人（。m童ch“）を呼び寄せるのである。こ
の詩節はこのように以下8詩節へとテクストをイメージ展開させる詩の起
点としての機能を持つ。まず第2詩節から第4詩節には，森の仕事を終え，
幼い彼を背負い家路につく，その際の夕闇に消えていく窮りのある風景の
一餉一餉を詩行に簡潔に配列する方法で。die　Magd“のイメージの歩みが
描かれていく。そして続く第5詩節は，この前半の2詩行において夕刻の
道程を終え家にやっと辿り着き（。sch・n　klinkt　sie　auf　das　dunkle　T・r，“），
暗い部屋のなかに入る（。Wir　tappen　in　die　Kammer　v・r，“）動作を表わし
ている。それに対し，その後半2詩行とそれ以後の詩の文脈に展開するの
は内部の情景，。die　Magd“がやさしくこまごまと詩人の身のまわりの世
話をする形象である。このことからするとこの詩節は外部から内部への，
その節目の位置にあることになる。しかし第8詩節の形象，ランプの光の
なかの編棒の幽かな物音，そのきらめきそして彼女の呪文のつぶやきはイ
メージ。die　Magd“の消失を伝え，詩人の眠り込む一瞬の感覚の表現とな
一118一
　　　　　　　　ペーター・フーヘル研究　詩集》Die　Sternenreuse《を読む（3｝（宮下）
っていく。こうした事態を受けて最終詩節では，最初の詩節においての詩
の発端となったイメージ。die　schwarzen　Hahne‘‘が再び第1詩行に風の
イメージとして発現する（．krahn“）のである。しかしその発現の詩行の形
態は相違している。第1詩節では従属接続詞wennの副文として定動詞
。krahn“が詩行末に位置しているのに対し，この詩行では主文の形態でこ
の位置にある。こうした文法規則に反した詩行形成は，脚韻の点からやむ
をえずにとられるよくあるケースと言えるが，この詩行に続く詩行も同じ
成文配列をしていることとフーヘルの初期の詩によく用いられている（こ
この詩にさらに13行目の詩行。Ein　NuBblatt　wegs　die　Magd　zerreibt，“
がある）ことからすると，詩人が意識的にこうした文形態をとり，そこに
特別な意味を込めたとも言える。このことはさらにここで引用した詩
。Die　Magd“の成立過程からも言えることである。ズーアカンプ社版フー
ヘル全集の第1巻のAnmerkungenで説明されているように（注5），この作
品は，1932年に雑誌》Die　Kolonne《に発表されたものをさらに最終的に
は詩集》Die　Sternenreuse《に編入される経緯をたどることになるテクス
トであるが，しかしそうなる前の1931年にすでに公にされてもいたので
ある。前稿体になることになるが，その冒頭の詩節は次のようになってい
る：
Wenn　nachts　die　schwarzen　Hllhne　krtihn，
im　Tischkreis　Salz　und　Brot　verwehn，
rauscht　in　den　Schlaf　rehbraun　der　Wald，
ruft　mich　die　Magd，　die　Vesper　hallt．
そしてここでこの詩節の第1，第2詩行がwennの副文であることからそ
の2詩行とほぼ同じ語句と配列の決定稿の最終詩節におけるこの特異な語
順の2詩行は，従属接続詞wennが削除されたものと判断できる。いわば
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副文の断片といった様相を呈しているということである。恐らくこの断片
というこの2つの詩行の文形によってフーヘルは，幼い詩人が眠り込む間
際の朧気な感覚の漂いといった印象を形象化しようとしたのであろう。と
同時に詩の始まりの時（。wenn“）が今まさに無限の不定時の流れに再び消
失していくという詩の終りの剥ぎ出しの状況イメージを表わそうとしたと
も言える。そして続く2詩行においても浮情的同一性の炎は消え（。Der
D・cht　verraucht，“），柱時計の打つ音も懐かしく，もの悲しい遠ざかりの残
響（。alt“）でしかないことが暗示されている。詩の空間（。der　Wald“）は
夢となる（。…rauscht　im　Schlaf…“）のである。
　さて，ここまで文脈に沿ってきて気付くことは，最初と最後の詩節間に
ある共通性と対立性である。両詩節にはすでに指摘したようにまず共通の
言語表現がある。すなわち第1詩節第1詩行：。Wenn　laut　die　schwarzen
Hllhne　krtihn，“に対し，第9詩節第1詩行：。lm　Stroh　die　schwarzen
Hahne　krahn．“と，さらに第1詩節第3詩行：。rauscht　ins　Gelljut
rehbraun　den　Wald，“に，第9詩節最終詩行：。Und　rehbraun　rauscht
im　Schlaf　der　Wald．“との下線を引いた部分である。しかしこの共通要
素が組み込まれている各々の文脈の表わす状況は相違している。しかもま
さに正反対となっていると言ってよいだろう。第1詩節の始まりの時
（。wenn“）には好情の主体が過去のイメージに共鳴する（。・auscht　ins
Geltiut…“ jのに対し，第9詩節では拝情する同一性からの乖離といった局
面を伝える断片の列記となり，そして思い出の形姿は再び眠りの過去内部
（。im　Schlaf“）へと消失する（。verwehn“，。verraucht“）ことになる。そして
さらにこの両項対立をいっそう助長させようとしている詩人の創意が読み
取れるのはこの詩の中間に位置する第5詩節の個所であり，そこにこの詩
節の前半の2詩行までの外部風景とその後半の2つの詩行に始まり最終詩
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節に至る形象のインティームで内的な情景とに二分する転換点としての機
能を持たせていることである。2つの詩節のその始まりと終りという外枠
とともに，このような上下均一の2分節化がこの詩のテクストの対立構造
化を決定づけていると言える。
　そしてテクスト上の有機的システム化は，その枠内の語のレヴェルにお
いても施されている。確かにこの詩が微細な事実形象をちりばめ，イメー
ジ。die　Magd“が。ich“を背負い，山仕事を終え夕闇の迫るなか家路につ
くことから。ich“の家での就寝までのプロセスという輪郭のはっきりとし
た事実描写をしてはいるが，しかしそれを取りまくようにここには一種独
特の暗さがたちこめているのである（注6）。そしてこの思い出というフーヘ
ルの存在地平を占める荘漠としたほの暗さがイメージ特有の捉えがたさ，
あの発現し，立ち現われると同時に流れ去り消滅するという瞬時の形象性
を語組成に反映させていく。このテクストでのこうしたレアリティを実現
するための工夫例として次のようなものがあげられよう。まずこの詩作品
には感覚的形象が，特に聴覚に働きかける現象の動詞表現（krahen，　K16p－
pel　wehen，　rauschen，　rufen，　hallen，　knarren，　sausen，　kruhen，　klirren，　mur－
meln，　schlagen），そして風と結びついた自然現象を表わす動詞表現（we－
hen，　sausen，　verwehen，　verrauchen）が多く用いられていることであるQこ
のことにより目には見えない大気の透明な波動の表現であるこうした動詞
に名詞が，それが主語であれ，目的語であれ結合することによって名詞本
来の語意にある事物事象の輪郭が希薄になり，透明化，流動化の動性にあ
っての一瞬の閃きといった表情を持つようにイメージ作用することになる
と言えよう（逆に見えざるこの動性表現がイメージとして顕現化されるこ
とになる）。さらにこの詩にはフーヘル独自の副詞の用い方が見られる。
例えば第1詩行：。rauscht　ins　Geltiut　rehbraun　der　Wald．“においての
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形容詞rehblaunの用い方である。文意からすればder　rehbraune　Wald
と付加語的用法として名詞を規定する用法と普通はなりうるのだが，この
文法関係を期する日常心理に形容詞rehbraunの独自な副詞的用法によっ
て名詞der　Waldの物質的固有性がrehbraunの性状そのものへと融解し，
流動化する・fメージ効果（Entsinnlichung）を引き出すことになる（それは同
時に無定形性の。rehbraun“が独自な形象輪郭を帯びることでもある（注7））。
また，複合語によるこうしたことへの工夫もある。規定語として事物の具
体性を意味する名詞がその基礎語の抽象性，一般性そして図形性そのもの
を意味とする名詞，形容詞と結合することによってその意味する事実性が
抽象化し，比喩的構図を構成する整合化された要素として機能することに
なる（同時に逆に基礎語の意味もより具体性のイメージを喚起させること
になる）。例えばReh＝braunにおいて関係結合する言語域にあってはノ
ロジカ（Reh）の固有特性が茶色そのもの（braun）の無定形性によって比
喩的「型」としての機能要素となる（さらに形容詞。braun“そのものも
具体性の隠喩的表現特性を帯びる）。そしてこうした複合語はその他にも
散見される（Milch－geruch，　Petr。leum－licht，　Tisch．kreis）。
　このような様々な工夫によって詩を組成する語それぞれが対立，融合の
文脈域において整合され，方向付けられることになるのだがその全体的な
イメージ動性は次のように言ってもよい。こうした語句や文を取り込み，
文脈に沿い二分節化を成、Lて最終詩節に至るこの言語組成のシステムは，
イメージの無限の流れをその発現と消失とによって限定，枠付けることを，
つまり一過性の読みの対象としての詩作品の成立を表わすのだが，同時に
この詩のテクストの上下相称にある対立構造が最終詩節を発端として詩の
始まりへと逆流する虚の反作用をも促す，そのような表現態でもあると。
このことからするとさらにこの詩のテクストのこうした読みのレヴェルに
一122一
ペーター。フーヘル研究　詩集》Die　Sternenreuse《を読む（3｝（宮下）
あっては，この詩そのものが文脈に従うベクトルと，それに相即する見え
ざる反文脈のベクトルとの同時拮抗という対立均衡にある関係性の場であ
り，またその2つのベクトル軌跡の作る円還構造と言える無限性の立体的
動的反響の言語空間でもある，そう言ってもよいだろう。しかしこういっ
てもこの詩作品》Die　Magd《がたんなる技巧のための技巧の詩に過ぎな
いと言うのでは勿論ない。それどころかこの詩は，・・一フェル河流域の懐
かしい。Traumlandschaft“の土着的，風土的事物事象の，しかも微細な
具象形象の頻出していることからくるなにかただならぬ切迫した詩人の心
情が，遠くもの悲しい陰男に縁取られた一回性の真実味が基調となってい
るのである。
　以上，この詩の構造的特徴を纒めてみると次のようになる。この詩のテ
クストに内在し，分離できない対等関係にある2つの構造性，それは外枠
構造とその内部での二分節構造ということになるが，それぞれが空間的恒
常性i（K・nstellati・n）と同時に時間的流動性という特性を併せ持っている。
つまり，枠構造化の意味は，無限定の動性にあるイメージを言語形象とし
て定着し，一つの詩のテクストを成立させることである。と同時にこの囲
い込みによって詩のテクストはいっそうイメージの無限へと誘発，活性化
されている均衡性にある。そしてまた詩のテクストの相称的二分化には，
文法と韻律論に従ってそれぞれ上下の分節に対立配置されている言語が，
テクスト文脈の連鎖の流れに沿う動性の成文でもある。このことはそれぞ
れの語が同様に静止と運動という逆接的表現態になっていることを意味す
る。さらにこの詩のテクストに内在する2つの構造性を総合したテクスト
全体におけるその恒常的空間構図は同時に詩の始まりから第5詩節の中間
点を経てその最終詩行への文脈に沿うベクトルと，外枠の最初と最後の詩
節における対立及び二分節構造のその前半の外部性と後半の内部性との対
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立によって発動する終りから始まりへど逆流する虚のベクトル，その相拮
抗し，交差する運動性のものであると言える。このようにして詩全体が暗
示する見えざる立体的構図の可逆的同時性こそフーヘルの意図する詩とい
う境界域の現在性なのである。しかも緻密な視線によるリアルな彫塑性を
基調にしているのだからこの詩作品》Die　Magd《はむろんたんなる技巧
性のものではなく，フーヘルという存在の拝情的実現としての「現在性」
そのものなのである。
　しかしフーヘルの眼目，この詩に緻密に仕組まれたいわば永久運動の機
構である現在性の表現態は勿論多様な創意工夫となって他の詩にも現われ
ている。詩作品》Die　Magd《とほぼ同時期に成立していて，類似した内
容，つまり詩のなかに展開する事象に詩人自らを直接反映した仔情主体の
登場を内容としている数少ない詩（注8）の一つ》Kindheit　in　Alt－Langer－
wisch《（注9）も，過去時称であるがやはり枠付けの文構成の工夫により実
現された現在性という境界域を形象化した詩作品としてこのラジオ放送用
テクストに引用されている。しかも》Die　Magd《と違って韻文のままに
である。第1詩行の呼びかけ（。Kindheit，・bltihende　Zauch，“）は，過去に
属する事実に，共鳴する身振りによって好情主体の現在が重なることであ
の同時性の表現態，つまり過去の現在化と同時に現在の過去化という逆接
的同一性の表現態になっている。これが始まりの枠となって，このテクス
トは9詩節のそれぞれに脈絡のない幼少期の思い出を羅列していくが，し
かし骨格としてのストリー性が，第7詩節まで昼から夜そして眠りという
一貫して一日の経過が隠微に底流している。そしてその一日の遊びに疲れ
た子供たちの眠り込む瞬時を表わす第8と最終詩節が続く。下男（。der
Knecht“ jの呪文に誘発されたように，それまでの4詩行からなる7つの
詩節に対して詩節間の白紙という，いわば見えざる境界線を介してという
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ことになるが，続く第8詩節が3行，そして第9詩節が2行と詩行数を減
らしていく。このことは消失の動性を暗示し，こうした内部性としての眠
りの局面を巧みに表現している。この2つの詩節の表現内容は，すなわち
まるで風に飛ぶもみがらとなってごぼうの実のつぶてが一粒一粒髪に纏い
　　　　　　　●　　　●　　　●　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　o　　　●
つくように一日のきれぎれの感覚断片のイメージ情景として子供の眠りに
展開するこの表現内容は一つの詩的現象の総括としての終りを示している。
そして同時に子供の眠り込む一瞬の境界線というスクリーンにこのごぼう
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　●　　　■
の実の夢のかずかず。Trameが，第7詩節までの子供の一日の情景と一
瞬ダブリ，呼応反響する心理的動性を触発する仕組でもある。つまり読者
は詩の文脈の終結分節の表現力によって，再び先行する7つの詩節の思い
出の風景の再イメージ化へと促され，最初の詩節の詩の始まりである呼び
かけの拝情性へと遡及する。始まりと終りというここにもまた外枠の作り
出す構造性が見えてくるのである。そしてこの囲い込みによってその内部
要素の語句も同様に可逆的動性の様相を呈していると言える。というのは
この詩には子供の視点からのレアリティの表現が盗れているが（注10），し
かしそれは思い出という捉え所のないほの暗さにあるイメージの動いて止
まない不定の海に現われ消えていく一瞬の形姿といったレアリティのもの
だからである。このような語それぞれが組み合わされ，接合されたテクス
ト全体はやはり動的対立性の枠構造，すなわちフーヘルの現在性という，
あの円還構造となっている。
　ここに取りあげた2つの詩作品の文脈には押情の主体が主人公のように
登場しているが，この拙論で今問題にしている詩集》Der　Kna－
benteich《についての解説テクストにおいてフーヘルは，こうした私的で
隠微な思い出のLandschaftに加えて，三人称の人物を取り込むテクスト，
すなわち自動性…を強めたLandschaftということになるが，その凝人化の
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登場人物（。ein　gn・misches　Wesen“）によるテクストの始まりから終りに
至る道程を表現する詩》Der　Zauberer　im　FrUhling《の一部をも引用して
いる。（注11）この詩全体も，魔法使い（。Zauberer“）が自分の住処から誘われ
るように散策に出る。その気まぐれなイメージの多様な運動性を描きなが
ら文脈の最終詩節に再び帰りつくのだが，やはり同様に始まりと終りとい
う枠付けとその内部の語句組成の工夫によって同時性の空間構造を実現し
ている。しかしこの詩が三人称を用いていることは，前の2つの詩では好
情する主体として詩のテクストという場に組み込まれた表われであるその
一人称性が詩作するものとその対象との距離を必ずしも明確にしていない
のに対し，詩作するもののその意識性という対象とのディスタンスを意識
的であれ，無意識的であれ反映していると解してよい。
　ラジオ放送用のテクストでは，さらにフーヘルはこの詩の特徴，彼の存
在地盤の思い出という風景の自動性を暗示する三人称表現の例として
詩》Der　Knabenteich《を選び，その一部を引用している（注12）。そこでさ
らにこの放送用テクストでフーヘルが問題としていて詩集》Der　Kna－
benteich《の標題にもなっているこの詩の特性をここで検討しておLこう。
　Der　Knabenteich
Wenn　heiBer　die　Libellenblitze
im　gelben　Schilf　des　Mittags　sprUhn，
im　NixengrUn　der　EntengrUtze
die　stillen　Wasser　seichter　blUhn，
hebt　er　den　Hamen　in　die　Hδhe，
der　Knabe，　der　auf　Kalmus　blies，
und　f5ngt　die　Brut　der　Wasserfl6he，
die　dunkel　w61kt　im　Muschelkies．
5
一126一
ペーター・フーヘル研究　詩集》Die　Sternenreuse《を読む（3）（宮下）
Rot　blUht　um『ihn　die　Hexenheide，
fischHugig　blinkt　der　Teich　im　Kraut．
Der　graue　Geist　der　Uferweide
wird　Uber　Sumpf　und　Binsen　laut，
wo　dUnn　der　Ruf　der　scheuen　Unken
t6nt　wie　ein　Mund　der　Zauberei・－t
Der　Knabe　horcht，　ins　Ohr　gesunken
sind　Wind　und　Teich　und　KrHhenschrei．
10
15
Verzaubert　ist　die　Mittagshelle，
das　glasig　grUne　Algenlicht．
Der　Knabe　kennt　die　Wasserstelle，
die　anders　spiegelt　sein　Gesicht，
Er　teilt　das　Schilf，　das　splittrig　gelbe：
froschk6pfig　pllltschert　hoch　der　Nick－
und　summt　und　spritzt　und　ist　derselbe
wie　einst　mit　tierhaft　wildem　Blick．
20
Und　auch　der　Teich　ist　noch　derselbe
wie　einst，　da　dein　Mund　Kalmus　blies，
dein　FuB　hing　ins　Sumpfdottergelbe
und　mit　den　Zehen　griff　den　Kies．
Wenn　dich　im　Traum　das　teichgrUntiefe
Gesicht　voll　Binsenhaar　umfAngt，
ist　es　als　ob　der　Knabe　riefe，
weil　noch　dein　Netz　am　Wasser　htingt．
25
30
韻律論から言えばこの詩はほぼ規則的で詩行は4hebigのJambusからな
っている。そして4つの詩節の各々が8詩行からなり，その脚韻は
Kreuzreim》abab《でこの単位をさらに繰り返す，つまり各詩節は前半の
4詩行と後半の4詩行とに二分される構造をしている。そして全体のリズ
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ムは淡々とした物語詩風（balladenhaft）のものである。
　先の詩》Der　Zauberer　im　Frtihling《全体が。ein　gnomisches　Wesen“
の出現から消滅までを表現しているのに対し，この詩でのこのプロセスに
該当するのは第1詩節から第3詩節までの部分である。冒頭の詩節の前半
の4詩行は詩の始まりの時（。wenn“）であり，いっそうの乱反射（”…heiB
er’”die　Libellenblitze／…sPrUhn，“）によってその平面性を強める（。…seichter
blUhn・“）ことで詩の場としての水面が設定される。そのことによって後半
の4詩行に過去のイメージ，好情主体フーヘルの思い出の地平の風景から
出現するかつて菖浦の草笛を吹いた人物像。der　Knabe“が現在し，掬い
網を水からあげ獲物を捕える形象それは好情する身振りを意味するのだ
が，このことによって水中への関心が形象化される（”…die　dunkel　w61kt
im　Muschelkies．“）。第2詩節の前半4詩行では池を取りまく風景からのな
にものか（。der　graue　Geist“）が立ち現われ，取り囲む気配に胸苦しい緊
迫感が脹る。それに対する後半4詩行にはこうした周囲の風景の自動性に
。der　Knabe“が不安気にじっと立ち去ったものへ耳を澄ます（。Der　Knabe
h。rcht，　ins　Ohr　gesunken／sind　Wind　und　Teich　und　Krahenschrei・“）形象が
展開する。それは少年の脳裏をよぎるなにものかへの忘失感から，その見
えざる空白そのものを捉えようとする身振りでもある。第3詩節では，こ
のように静寂が増し深められた詩の場，その魔術的空間に動的形象。der
Knabe“の異界への係わり（。De・Knabe　kennt　die　Wasserstelle，／die　ande，s
spiegelt　sein　Gesicht・‘‘）の歩行が可能となる。過去次元からの発現である少
年が踏み入る第21詩行のコロンは，第1，第2詩節の文脈を通過するな
かでいっそう深まり，狭められた隠微な内面的相貌を湛える鏡面（。spie－
geln“ j領域の隠喩となっている。テクスト上の次の詩行への移行は，まさ
にこの水面への境界域に足を踏み入れることによって出来する状況，すな
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わち行動する主体。der　Knabe“が異様な表情をしたこの折やすく黄色く
なった葦の湿原風景の分身的動性（。der　Nick“）（注12）との遭遇と同時に少年
自身がそれとの融合一体となる変身体験の事態に至ることを意味する。こ
の詩行文そのものがこの人格変貌の露呈に波立ちうねる自動的イメージ性i
の表現態となっている：。froschk6pfig　pllltschert　hoch　der　Nick－“。さ
らにここに引用した詩行の文末のダッシュによる主体の驚愕のインパクト
を反映する一瞬の沈黙の空白を介してか，続く第23詩行には詩形態とし
ては定動詞（。summt，“。spritzt，“。ist“）の主語が欠落した文となっている。
これは勿論，文法上主語がder　Knabeであることなのであるが，直前の
詩行のインパクトを媒介することで同時に。der　Nick“が主語ととれる仕
組みとなっている。それは，外在の主体。der　Knabe“が内在の主体。der
Nick“と融合合一した相貌の主語，対象性の風景に取り込まれてしまった
主体喪失という不在性の主語と言ってよい。そしてこのことによって可能
な自動的イメージ歩行の運動状態にある水面は，その無時間性によるなに
か本能的生のカオス露呈の場（”－ist　derselbe／wie　einst　mit　tierhaft　wildem
Blick・“ jとなる。つまりこの境界である水面が異次元への通路となること，
いわば詩の主体にとって遮断である水面が口を開き水底への通過を可能に
する媒介性の機能を持っているということである。
　以上，3つの詩節の重層的に構成された文脈をたどることによって詩作
する主体は過去層へ関与する。その視線の方向性に対応するように詩のテ
クストでは第3詩節の最終詩行と第4詩節の第1詩行の問にある白紙の部
分が，その境界性の場として，まさしく少年の鏡面》Knaben＝Teich《と
して機能する。そして詩作する主体の対象化として二人称性のこの主体自
身が，過去と交差するこの水面そのものに傾注することによって，あの少
年の水面での身振りに反響するように忘却の過去事が一駒一駒印象深く水
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面をよぎる。この交感形象となっている前半の4詩行に対し，後半の4詩
行ではこうした少年の・fメージを媒介とする押情的呼応関係は逆転してい
る。すなわち2詩行にわたるwennの副文：。Wenn　dich　im　Traum　das
teichgrUntiefe／Gesicht　voll　Binsenhaar　umftingt，“において，インパクト
の強い異様なと言ってよいこの複合語。teich・grifn－tief“の形象性によって，
この文域そのものが詩的状況として虚構の池，すなわち言語域にしかない
水面そのものとなっていて，しかもそれ故にこそ出来する主体の虚像
（。Gesicht“）が人格化の自動性を湛え主体（。dich“）を取り囲む（。um・
fangt“）逼迫した事態にあることを表現している。しかしまたこの文に組
み込まれている成分。im　Traum“から，こうした瞬時の押情的高まりが
夢の出来事といったそれからの疎外状況をも暗示しているのである。つま
り詩の主体が対象に融合一体となる浮情的実現のクライマックスを意味す
るとともに，それが消失終了する主体側の距離意識が生じたことでもある。
続く詩行の主文は詩のテクスF，作成の契機となるイメージ。der　Knabe“
ももはや直接的にではなく直喩（。als・b“）の間接性として浮情主体へ関
与する形象でしかない。しかしそれでもなお過去という自己存在基底との
同一を詩に実現する心情があるかぎり，その詩のテクストの成立のための
過去イメージ。der　Knabe“を捕えるための好情の仕掛け（。Netz“）を取り
去るわけにはいかない。
　今までに取りあげ考察してきたフーヘルの詩作品》Die　Magd《・》Kind－
heit　in　Alt－Langerwisch《そして》Der　Zauberer　im　FrUhling《に共通す
る特徴は，詩のテクストの始まりと終りを意識的に枠付けの機能として工
夫し，そこに表出される文脈を巧みに分節組成によって統一的言語システ
ムとしていることである。そしてこの内容の文脈に登場する人物の人称は，
前の2つの詩では詩作する主体自身である一人称が中心になっているが，
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後の詩では三人称となっている。それに対し詩作品》Der　Kna－
benteich《のテクスト構成は4詩節からなり，しかも第1詩節から第3詩
節までを前半とし，第4詩節を後半とする対立構造になっている。前半の
部分は詩作品》Der　Zauberer　im　FrUhling《全体のテクストに該当し，三
人称の人物像。der　Knabe“が登場しているが，後半では詩作主体を客観
化する呼びかけとしての意識的距離を置く二人称が文脈に現われていて，
一見すると今までの詩と相違し，テクストとしての統一性がないように見
える。しかし，別様の統一性がこの詩のテクストには実現されていると言
ってよい。それはまず，前半の3詩節のそれぞれに共通した構造があるこ
とである。8詩行からなる詩節の前半の4詩行は対象側からの事態を表わ
すベクトル表示の方向性を示しているのに対し，後半の4詩行に展開され
るのはそうした事態を受け共鳴する主体性。der　Knabe“の好情的身振り
である。しかもこの重層的に段階を踏むように詩節の進展に応じこうした
対象と主体との拝情交感は深まっていく。その高まりの頂点が第3詩節の
後半4詩行の文形象である。この文域がこうした拝情性の水面という境界
域へと収束する言語組成体となっているのである。しかしこれに対応する
後半のテクストでは，逆にこの詩節の始めの4詩行が主体側からの対象へ
という浮情形象となっているのに，それに続く4詩行では対象側から主体
を取り囲む動性が主調となっている。このようにテクスト全体から見ると
第3詩節と第4詩節の接する空白部分を境界線として，つまり見えざる鏡
面》Knabenteich《を境として前半と後半の各パートはまるで鏡の実像と
虚像の関係性，相互反射，ベクトル交差といった関係性にある。テクスト
の文脈に沿う方向からすれば前半の実像に対し，後半は水面に映る虚像で
ある（ig　13）。そしてさらに詩作品のこうした対置構造をフーヘルが意識し
て構成し工夫したととれるのは，前半のパートの冒頭，この詩の始まりで
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ある4詩行にわたるwenn文章，それに対応するように後半の詩節の最終
部にある2詩行に短縮されてはいるが同じwennの作る副文が配置されて
いることと，この後半の方の副文に続く次の詩行に組み入れられている
。der　Knabe“と，テクストの始まりのイメージとして，押情する主体の
思い出と重なる風景の対象性から出現する。der　Knabe“とが対置されて
いることである。詩の始まりと終りという2つの詩節にこうした対応配置
が施されていることによって，この詩のテクストの外枠構造という立体性
の構図が喚起させれることになる。すでに考察してきた3つの詩作品同様
にこの詩のテクストもまた詩作する自己の存在性を主題とすることによっ
て鏡面に相互反射し，反響する境界域の現在性を実現していると言える。
しかもこの詩に表現される三人称が，詩作する主体の意識性によるディス
タンスを反映して，対象からの乖離という，疎外された主体状況の意識の
現われでもあることからすれば，この三人称。der　Knabe“と好情の主体
の二人称（du）との結合の場，この水面に実現されたこの現在性は，まさ
にこうしたディスタンスを超越した融合一体の存在状況，拝情的言語空間
に可能な存在状況の形象となっているとも言えよう。
　そしてさきに見たように詩作品》Die　Magd《，》Kindheit　in　Alt－
Langerwisch《及び》Der　Zauberer　im　FrUhling《は，その内容としては
登場人物が歩行のイメージとして終始一貫し文脈にあり，文脈を形成して
いく，あるいはそうした具体的なストリー形成でなくその登場人物に関連
する脈絡のないきれぎれの断片を一日の時の流れに組み込むことで文脈上
の一貫性を保持していた。そしてこのことに加えて，言語上の工夫による
外枠の囲い込みによってそこには好情的な反射，反響する内的空間性が，
すなわち詩集》Der　Knabenteich《の主題として試みられた言語上に可能
なあの現在性という枠構造が暗示されていた。それは，思い出の事実が今
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という意識のスクリーンに交差し，反響する自己現象の無時間性，絶対空
間とも言うべき現在性なのだが，しかし過去の事象の発現現象のそのレア
リティを描写することにもっぱら詩人の関心があるためか，その際のこう
したテクスト表現の成立ちの前提であり，基本要素である拝情の主体性は，
形象化されたその事実の言語表現に重なるように，またそれを包み込むよ
うにではあるがその背後に，つまり内的空間性を形成する外枠の外側にあ
ることを前提としていた。これに対して詩作品》Der　Knabenteich《には，
テクストの背景であり，それを支える地である非文脈という詩作する主体
の見えざるこの「白紙」の視座そのものがテクスト上に表現されいるので
ある。それはこの作品に先行する3つの詩節の作り出す内部性空間と，詩
作する主体意識の外在性を表現する最終詩節とがテクストの場で対立交錯
する構図をとって示される。そしてこのことによってこの対立性がなおま
だ詩人の始まりにある好情的高揚感もあってか克服され，その統合実現の
現われとしての現在性空間になっていることを作品は表現している。しか
しそれにしてもやはりこのテクストを二分する水面という境界線の持つ表
現力は強いインパクトを秘め際立っていて，この詩のテクストを独自なも
のにしていることは否めない。ここには詩作する主体と対象との距離を問
題にせざるをえない好情意識の分裂性が形象化されていると解することも
可能なのである。勿論詩集》Der　Knabenteich《の編纂に際してもすでに
こうした視点からこの詩を捉える意識はあったのかもしれないが，やはり
この時点のフーヘルには思い出に共鳴する現在性の形象化の試みとしてこ
の詩集の主題に副う一詩作品であるという思いがもっぱらあってこの作品
を詩集に取り込んだのだと思われる。詩集の標題ともなるこの作品が恐ら
くこの思い込みとは異質な意味を持つテクストと解し，配置するまでにま
だ至っていなかったのであろう。むしろこの詩集についてその本質を伝え
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るためのこの放送用テクストを記述するなかでこそ，まさに詩人自らが自
作品を読解するなかでこそこの詩作品から見えてくる新しい意味の地平に，
詩集》Gedichte《及び詩集》Die　Sternenreuse《の主調音となっていくアイ
デンティティ喪失の意味の地平に捉えなおし，位置付けていく解釈意識が
明確になっていったのだと思われる。このようにこの詩のテクストの解釈
が変わりうること，それはオリジナルの内在性に対しそれに外在的に係わ
るしかない読む者としての意識の本性に由来する。さらにこのことはまた
作品というオリジナリティにある全体性が，この多様な解釈を可能にする
からとも言える。そしてこのような詩のテクストの解釈可変という特性は，
ここで問題としている詩作品》Der　Knabenteich《だけの，すなわちフー
ヘルの目論む拝情的自律性に徹することで出来する受動状況のその瞬時の
造形性にあるこの詩作品だけのものではない。これまでに読んできた3つ
の詩作品にもすでに当て嵌まるのである。あの言語域に描出される現在と
いう枠形象の均衡性は，あくまでもイメージ特性のかそけき一瞬の立ち現
われとして消滅していく流動性のもの，つまり見えざる詩作主体の自己同
一性が消失崩壊の事態に曝されているという存在状況のものであった。そ
してこの隠喩的意味性にある構成要素としての個々の詩作品が，フーヘル
のさらなる詩集編纂として別様のコンテクストに取り入れられていくので
ある。
　ところで，ラジオ放送に用いられたここでのテクストには，詩集》Der
Knabenteich《の72篇の詩のうち，解説の散文の文脈に詩の一部が組み込
まれることで引用されているものを除いて，本来のオリジナルの韻文の形
態を保ったままの引用のものは9篇である。この詩作品群：》Kindheit　in
Alt－Langerwisch《，》Der　glUckliche　Garten《，》Der　Zauberer　im　Frtth－
1ing《，》Der　Knabenteich《，》Die　dritte　Nacht　April《，》FrUhe《，
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》L6wenzahn《，》Holunder《そして》Oktoberlicht《（注14）には，詩集》Der
Knabenteich《の主題である思い出の仔情的風景としてのフーヘルの原風
景を，あの幼少期に過した懐かしいマルク＝ブランデンブルクの過去性を
好情的現在の表現態とするための詩人の創意工夫が施されていた。そして
このうち》Holunder《（注15）以外の8篇の詩は，こうした外在的解釈の視線，
詩人自らのこの意識の視線を通過するなかで選択され，その都度のコンテ
クストに組み込まれること，つまりここではまず詩集》Der　Kna－
benteich《の編纂時の拝情詩観から取り込まれていたが，この詩集につい
ての読者へのメッセージであるラジオ放送用のテクストに選択引用される
というフーヘルの自己作品解釈の段階を経た後に，さらに異なる解釈の地
平である詩集》Gedichte《と》Die　Sterneureuse《の文脈に構成要素となっ
て光彩を放っていくことを意味する。
　そこで，本論の問題とするこの放送用テクストの文脈に現われているオ
リジナルの引用形態に反映されたこの段階でのフーヘルの解釈操作をここ
で検討しておこう。上述の9篇の詩のうち詩作品全部の引用として
は》Kindheit　in　Alt－Langerwisch《であるが他の8詩篇はそれぞれ一部が
切り取られ，テクストに組み込まれる引用形態となっている。このように
この詩集の詩作品群から選択され，別のこの放送用テクストに取り込まれ
るこの9篇の詩作品の引用とその配置は，それぞれの詩がその本来のオリ
ジナリティから逸脱した一つの解釈の表現態となっていることを意味する。
というのはこのテクストの主題として詩集》Der　Knabenteich《の好情詩
観を解説するためにここに取り入れられる引用テクストというのはこの趣
旨に副う内容としてこの論理的一貫性の文脈に齪賠をきたさないために整
合化されるということ，つまりフーヘルの最初の詩集となるべきこの編纂
され印刷を待つばかりになっていたこの詩集にある自己同一性の拝情的実
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現としての現在性形象の特性について解説するためには引用されるこうし
た一連の詩のテクストに矛盾する個所があるならば，それは削除すること
が必要となるからである。そして実際にこのようなテクスト状況から組み
入れられ，引用されているのは，このラジオ放送用テクストの後半におい
て先に考察した詩作品》Der　Zauberer　im　Frlihling《及び》Der　Kna－
benteich《以降の部分引用されている詩作品なのである。まず，3つの詩
節からなる詩作品》Die　dritte　Nacht　April《（注16）である。ここで引用さ
れている第1詩節は，その第1詩行に提示される水面領域に詩の主体の過
去像が発現する事態を表わしているが，この押情する主体の内密な自己同
一性の内部空間は暗く，第3詩節においてはその実体喪失（。der　Schat－
ten“ jの存在状況へと離脱し，ネガティフな風に吹き曝された孤独な寂蓼
感が文脈を支配している。次の詩作品》FrUhe《（注17）には，ここで引用さ
れている第2詩節とそれに続く詩節が暗示する夜という内部性にあって，
その高揚した心情の残響情景はそれを囲い込むようにある第1詩節と最終
詩節による押情性の陶酔を脅かす日常（。FrUhe“）の風に吹き消されよう
とする局面にある。さらに詩作品》L6wenzahn《（注18）の第1，2詩節にお
いて主体。du“とタンポポの種子（。Flaum“）との好情的交流が展開する。
そのことによってこの引用個所の第3詩節には主客合一の境界域が設定さ
れるが，しかしこの拝情の境界性には多層的過去空間を吹雪のようにイメ
ージの風が吹く。そして忘却の時空（。zeitlose　Stunde“）の出現による主
体消失である。それは，この詩のテクストのいたるところに圧倒するよう
に吹き荒ぶその透明な風の動性に，即応する好情主体の無限の彷裡が促さ
れることとなるのである。そのなかにあってなお辛ろうじて詩のテクスト
領域は保持されているに過ぎない。そして詩作品》Oktoberlicht《（注19）で
ある。この3つの詩節のそれぞれにある特徴なのだが，8詩行にわたって
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文がコンマに区切られ鎖状に連続し最終行のピリオドで終るという文構成
になっている。それぞれの文単位の意味の論理的関連性は隣接する文の文
法的関係に比べ希薄である。まるで走馬燈のように脈絡のない映像が連鎖
して眼前をよぎる，そんな仕組みになっている。このように読む者の視線
を拘束するこの工夫された文脈にあって，まさに消失しようとする一時の
（。1etzt“）もの悲しい（。die　Traurigkeit　des　Lichts“）やすらぎ，冬を間近に
ひかえた晩秋のやすらぎといった内部空間を構築している第1と第2の詩
節の引用部分に対し，最終詩節にはやはり吹きさらし（。windig“）のなか
で，その内部性（。der　Garten“）はかろうじて限界の（。letzt“）形象（。die
Birne“ jとして留まっているに過ぎない。以上4つの詩作品がそれぞれそ
の全体の表現内容から，つまり共通している特徴なのだが，拝情的反響空
間が成り立ち，その消失する経緯を伝えている文脈からインティームな内
的空間性を形象化する詩節のみがこのラジオ放送用テクストに取り込まれ
ていることになる。
　さて，これまでにこのテクストに引用されている詩のテクストの韻文，
つまりオリジナルの全部引用の1篇と部分引用の8篇は，すべてこの放送
用テクストの主題としている詩集》Der　Knabenteich《からのものであっ
た。しかしこのテクストには，今まで言及してこなかったのだがさらに2
つの韻文テクストも組み込まれていたのである。一つは全部引用の詩作
品》Herkunft《（注20）である。これは詩集》Der　Knabenteich《には入ってい
ないが，恐らくこのラジオテクスト作成と同時期か，あるいはこのテクス
ト作成に際し創作されたテクストであり，そしてここを起点として後の詩
集》Gedichte《及び》Sternenreuse《に組み入れられていくことからも詩
作者自身の解釈の視線を活性化し，別様の詩系列というKonstellation
の全体性を方向付けるほど重要な詩形象として位置付けられていくテクス
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トなのである。そしてもう一つの引用は，12詩行で一つの詩節からなる
》Das　Haus《（注21）で，そのうちの後半4詩行の部分である。この詩
も》Herkunft《同様にこのラジオテクストの成立時期とほぼ同じか少し前
のものであろう。そしてこの2つの詩作品は，詩作品》Das　Haus《前半の
8詩行が詩作品》Herkunft《の第1詩節とほぼそのまま同じということか
ら，テクスト成立の経緯として詩作品》Das　Haus《をフーヘルが分解し，
その前半8詩行を根拠に拡大し，新しい詩作品として》Herkunft《を構築
したという関係にある。
　詩作品》Herkunft《は6詩節からなる。そしてそれぞれの詩節は8詩行
からなり，4詩行でKreuzreim》abab《を2度繰り返す。詩行においては
奇数行は4hebigのTrochausであり，偶数行は3hebigのTrochliusで
ある。このように韻律論の点から見るとほとんど規則的な詩であると言え
よう。しかしこの詩が始まりから終りまで一貫してmZnnlichの詩行末で
通していることは珍しいことである。このことから詩全体が，意志力でリ
ズム化しようとするが下降し（Tr・chaus＝Faller），詩行末の見えざる
Senkungのある空白へと集束するしかない，そんな息遣いを聞くような
印象を与える。
　第1詩節は2詩行でそれぞれ一つの文を構成し，それを4度繰り返す仕
組みになっている。しかもその奇数行と偶数行には対立関係がある。第1
詩行の副文は過去時制であり，思い出の夢想，その過去の領域からの帰還
を伝える。それを受けて，男りのあるもの悲しい情感に浸る（。im　Schat－
tenwind“ j剥き出しの主体（。ich“）が第2詩行の現在時制の主文において
物質特有の無表情と言ってよい現実の場（。d・・Haus“）と交錯する。その
違和感が独白の疑問文で示される。そして第3，4詩行では2詩行で単一
の文をなしている。このことはこの主体側の現在性，その閉じられた現実
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空間が感応的物質状況（。Birnen　duften・・…・aus“）による思い出の押情的地
平（。alten　S・mmer“）へと開かれ，反響する詩的流動状態にあることを意
味する。こうした事態に即応するように続く4つの詩行においてそれぞれ
2詩行が対になって，極めて斬新な手法，いわば一種のモンタージュ技法
を用いた対立構図を形成しているのである。奇数詩行の過去時制の関係文
に対する続く偶数詩行の現在時制の主文との組み合わせを2度繰り返し，
しかもその複合文の文意は切り離せない連続的展開となる一つの事象を表
わしている。第5詩行の打穀の過去表現（，，…der　Flege1…dr・sch，“）の場に
相即する文脈となって穀物の粒が現在に飛散する連続事象のイメージを展
開する。さらに第7詩行，夜のベットに内密なランプの明りが消えたその
瞬時の闇の過去性，それは薄明に浮び広がるシーッの白じうと冷やかな現
在状況の詩行に直結する。この文構成が読む者の視点を一瞬眩惑させ，そ
こに過去と現在の混在した空間性をイメージ化させることになる。このよ
うにこの詩節は，2詩行の文域ごとに4度にわたる過去と現在の対立融合
を繰り返すことによって，フーヘルの言う押情的現在性の境界域を形成し，
詩の始まりの起点として機能し，そしてさらにテクストの内部性として第
2詩節以降の文脈を展開させる。まず過去と現在の対立構図をテクスト形
態として第2詩節が始まる。ここでは先行する4詩行の幼少時代の思い出
としてまだ明るい夏の歌を響かせていた（。klangen　laut　vom　Schwalben－
jahr“）過去の場の文域に，それとは対照的に後半の4詩行には拝情主体の
現実，寒ざむとした夜に包まれた。das　Haus“の空間状況が形象化されて
いる。そしてその場に到来した過去イメージの懐かしい人々のネガ像が，
しかもこの現在性の場をすでに立ち去る動性として表わされているのであ
る。これに続く3つの詩節においてはこうした人物像の具体的形姿が列記
されていく。つまり，第3詩節の。der　Kesselflicker“，第4詩節の。die
一139一
ペーター・フーヘル研究　詩集》Die　Sternenreuse《を読む〔3）（宮下）
Magd“そして第5詩節の。der　Knecht“である。これらのイメージがそれ
ぞれの詩節において過去からの到来と現在からの立ち去りを兼ねる正反対
のベクトル表示の担い手としてそのイメージ動性の軌跡を文脈に組立て描
き出す。過去時制の文と現在時制の文が複雑に入り組む組立ての軌跡を描
くイメージ。der　Kesselfiicker“，その2つの文形象が詩節を二分し，対
立する組立てを描くイメージ。die　Magd“そしてこうした対立を明確に文
脈に表わしてはいないがシンタックスからは。die　Magd“の述語部分に重
なると言えるイメージ。der　Knecht“，こうした人物像の形成する過去，
現在の混在する押情空間は，しかしながら優く消失するイメージの立ち去
りとして描かれているのである。彷裡への出立にある（。zigeunerisch“）
。der　Kesselflicker“，好情主体の視線が。die　Magd“の消滅した虚空に注
がれている疎外状況形象，そして動作形象を強調する印象深い倒置の語配
置による蜘蛛の活発な活動も，虚しく衰えていくその経過に縁取られ，方
向付けられた。der　Knecht“，このように三者三様の特性をプログラムの
ように配列して最終詩節へと詩の文脈は収敏する。だからこの詩節はこの
テクストの総括として機能していると言えよう。前半4詩行のなお暫しの
思い出の仔情的残響空間にある。das　Haus“の年老いた友等（。Freunde“）
が，後半の4詩行においては，もの悲しい現在性のその場から寒ざむとし
た雪の降る闇に立ち去っていく局面を聴覚（。h6r　ich　euern　Schritt。“）によ
る距離の疎外形象として伝えているのである。以上，この詩のテクストの
文脈を逐うことによって見えてくるのは，第2詩節と第6詩節とが対応し
た位置付けにあることで，両分節が例の外枠の機能として働き，そこに内
的な現在性空間を形作っていることである。しかし文意からは，この措定
された構造はイメージの動性に曝され無限の虚無へと消滅する形勢にある
と言えよう。言うなれば，この詩作品は詩人の詩作行為によって言語構築
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された詩のテクスト構造とその意味内容とが相即共鳴せず，乖離し分裂し
た押庸主体の意識性を形象化したテクストとなっているのである。そして
さらにこの詩のテクストの第1詩節が，その大胆で，緻密な表現手法によ
って構築された過去像の「到来」（。Herkunft“）を伝えるこの詩節がここで
の流動的枠構造性を展開させる原動力となる表現態であることによりこの
第1詩節とそれ以降の内的空間性の5詩節との問に見えざる境界線が引か
れることになり，そこに外在と内在という分裂性による対立反響空間を可
能にする機能として作用しているのである。これに対し詩作品》Das
Haus《では，「こちらへやってくること」（。Herkunft“）に交感し，現実の
好情化による無時間性の境域という媒介機構となっている詩作品》Herku－
nft《の第1詩節とほぼ共通する前半8詩行，それに即応しこの引用個所の
後半4詩行には，時の指針を逆流させる思い出のパトス故に誘発されてく
る人物像。die　Magd“が出現する好情性が表現されている・
　このように2つの詩作品を比較してみると次のように言えるだろう。こ
の2つの作品がともに対立構造を，つまり2つの作品の共有する前半部分，
それは》Das　Haus《の先行する8詩行であり，》Herkunft《の第1詩節で
あるが，この共通部分の意味に対し，それに続くそれぞれの部分がそれに
対応し，対立した事態の形象となっていることでの対立構成要素として機
能している。このように独自な言語組成の工夫による共通部分に誘発され
たように形成されている2つの作品のこの後半の部分同士は，しかし違っ
た方向性…にある事態を示している。》Das　Haus《では対象イメージの立ち
現われの形象であるのに，》Herkunft《では対象イメージの出現よりはむ
しろそこにある内部性の囲いを越え出て行こうとする異質な動性を形象化
していることである。
　そして共通と対立というテクスト関係にあるこの2つの詩作品が，しか
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もこの詩集》Der　Knabenteich《に編入されていない詩であるのにもかか
わらずここで問題としているラジオ放送用テクストのうちの前半のテクス
トのなかに，この詩集についての解説のために書かれたこのテクストのな
かに引用されたその配置と，この詩集の押情特性を読者に伝えるためにこ
の詩集に編入されている構成要素である詩群から具体的例示として選び出
され詩の全部あるいは一部の韻文で引用されている詩作品9篇の配置との
位置関係から，つまり引用詩作品がこのラジオテクストの場にあって意識
的に，区分けされていることによって二分対立の構造形成を促し，その構
成要素となっているということが見えてくるのである。まず全部引用の詩
篇と部分引用の詩篇という引用形態による2つのグループに，このテクス
トの前半に全部引用の2詩篇，後半に部分引用の9詩篇といった具合に配
置分けされている。そしてこの二分化している仕切りの部分は，意識され
ることを促す符牒のように上に指摘したこの詩集》Der　Knabenteich《の
文脈になく，テクスト成立のための地盤を共通にするテクスト》Her－
kunft《と》Das　Haus《が組み込まれ，対立する位置をこのラジオテクス
トに取ることでのその間に取り込まれた「文域」であるということを暗示
している（注22）。
　ところで，前回拙論においてこのラジオテクストのうち前半のテクスト
の叙述文の部分を問題にしたのだが，その散文が独自な詩的表現力を帯び
ていること，その文構成そのものが比喩機能を持ち，文脈による見えざる隠
喩的構図，特に引用（1）から（7）に至る文脈を分析し考察した際にこのテクス
トに段階的に高揚する弁証法的展開図》Ornament《を形成していることを
確認した（注23）。すなわち主体側から対象への方向性を持つ押情のベクト
ルに，最初は均衡対応した状況で，対象性にある内側からイメージ出現の
ベクトルが好情の境界域に交差する。しかしこのテクスト文脈が進むに従
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って対象側からのベクトルの優勢が，それは詩人の姿勢からの成り行きな
のだが，文脈に強く作用し，反映されていく（特に引用（6），（7）を経て後続
する散文において）存在状況を暗示する構図となっているのである。そこ
でこのような隠喩的整合性にあるこの散文とここでの韻文の連鎖からなる
ラジオテクストのうち上述の「文域」を見てみると，まず文脈に沿って言
えぱ引用（6）の散文の段落から始まるが，この段落に暗示されている図形は
好情する主体の所作による内部照射，そのベクトル表示を主調音としてい
る。続く引用（7）の散文では対象性としてある過去事象の深度と奥行が増し，
主体の浮情的高まりが伝えられているのだが，同時にこの磁場には言語に
おける隠喩的自律性が，内部からイメージ発現の自動性が増大し，主体は
むしろ受動的姿勢をとらざるをえないことを示唆する構図となっている。
そしてこの段落の締め括りの文。…：denn　nicht　wir　rufen　das
Vergangene　an，　das　Vergangene　ruft　uns　an．“は，言うまでもなく文脈
のなかの一つの文であるが同時にこの文脈の文法性から離脱し，断片化し，
比喩機能を増した文形象となっているのである。というのは，この文に先
行する文脈を受けることでその改まり，総括といった区切の機能である文
章記号コロンが用いられ，分節化されることによってこの文が文脈から分
離され，浮彫りにされることで純化されるからである。さらにこの文のイ
タリック体表記による括り出しもこの文が「型」としての文形象の機能を
持っていることを示している。このようにこの炎り出しにより見えてくる
この文が比喩形象性の表現態であることでの見えざる図形性は，いわば媒
介機構としての境界線である。そしてこの境界線が回転軸として作用し，
そこに文脈では次の散文の段落が展開する。引用（6）と（7）の段落の文形態が
説明叙述のものであるのに対し，この段落の散文は具象的事物描出を主調
としていて全く異質の表現性にある。文は，詩的形象としてイメージ誘発
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を促す自動性を帯びている。つまり2つの複合文のそれぞれにおいて繰り
返される図形的パターンは，主体にとっての感応的事物という媒介項によ
りそれに誘因した過去事象が内的イメージとして現在し，主体と交差する
境界形象である。そしてこの詩的言語によるここでの事物性は，テクスト
上はこの段落の終りにあるコロンを介して，詩作品》Der　gltickliche
Garten《（注24）の第2，3詩節の引用テクストに結実するといった配置上の
工夫がなされている。そしてこの詩も今までに読解した詩作品から明らか
になったあの主体とその対象性との境界という距離意識が，その分裂性が，
各詩節で繰り返される語句。ich　weiB　nicht　mehr“によって強調されてい
るものの一つなのだが，ここではこの対象の内的空間（。de・gltickliche
Ga・ten“）に意図的に焦点を絞って，ここでの文脈に沿わせて引用されて
いると言えよう（対象イメージが主体を包み込む局面（…umfing　uns　das
Tuch，…）を強調するようにここに引用されている詩のテクストではイタ
リック体で表記されている）。そしてさらに次の段落の散文も同様な様相
を呈している。先にこの個所は本論で引用し，問題としたところであるが
まさに詩作品》Die　Magd《という詩的結晶となる草案といった具合なの
である。このようにラジオテクストの文脈にあるこの「文域」はその外枠
のように詩作品》Das　Haus《の部分引用が配置されることで終る。
　このことからこの「文域」が一つの構造，有機的言語システムとなって
いると言えるだろう。外枠として，この詩集》Der　Knabenheich《のコン
テクストにない詩作品》Herkunft《，しかもこの詩作品がそっくりそのま
ま引用されていることで新しい文脈にあってはまだ充分に咀囑されていな
い異分子といった解釈レヴェルにある意味合いを表現しようとしているか
のように配置されているこの詩作品が起点となる。そしてそれに取り込ま
れることによって詩的整合化という一定の方向付けにシステム化された散
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文の2つの分節を通過し収敏するのは，あのイタリック体表記の文。denn
nicht　wir　rufen　das　Vergangene　an，　das　Vergangene　ruft　uns　an．“と
いう鏡面である。そしてさらにこの鏡面の境界線を介して詩的内奥性の次
元が展開する。そこにあってはイメージ喚起力を秘めた詩的散文と引用さ
れた韻文がコロンによりどちらの文体にも移項しうる相即不離の均衡性を
保ちながら次のパラグラフの比喩的喚起力を帯びた散文，特にその後半と
なるとその出現した内的イメージ（。die　Magd“）をイタリック体表記
（。sie“）の列記によってその溢れ出る事態を伝え，詩作品》Das　Haus《の
引用韻文の枠に接続するのである。
　そしてこうした構図はさらにこのラジオテクスト全体の構図でもあると
今は言ってよいだろう。冒頭の散文に始まり，ここでの「文域」という境
界域に至る文脈，つまり複合構文による境界形象を漸層法的に積み重ね，
詩的システムの構成要素としての機能性を強めていく散文と，このラジオ
テクストの解釈レヴェルにあってまだ解体されていない異質成分としての
位相の役割を持った全部引用の2つの詩作品を組み合せた文脈はこの「文
域」に接続し，あの境界線として機能するイタリック体の文に収敏する。
そしてこのテクストを二分する境域を狭んで向う側に内的次元が展開する。
そのテクスト形態は，「文域」の後半の散文，あの比喩化の機能を作動さ
せる詩的言語に変貌した散文と，このラジオテクストの解釈レヴェルに分
解され咀囑された引用形態の断片とが文章記号コロンが用いられているこ
とから対立と相互浸潤の関係項であることを暗示する仕組みとして示され
ていく。まず文脈に沿って，この内的状況にあることでの対象の自動的出
現状況が詩的形象としては人物像（。ein　gn・misches　Wesen“）の立ち現わ
れとその所作の表現となることを伝える散文と詩作品》Der　Zauberer　im
FrUhling《の断片との組み合せ，そしてその同じ局面を伝えていることか
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ら並列して対になって記述されている散文と詩作品》Der　Kna・
benteich《の部分引用，そしてさらに，フーヘルにとっての押情する必然，
それは自己存在の同一性を問うことであり，過去を問うことであるのだが，
この局面に出現する対象形象がくまなく思い出の，。mHrkisch“の風景に
浸潤されていることを叙述する文と詩作品》Die　dritte　Nacht　April《の
断片の組み合せ，またそれと関連するのだが対象には直接こうした風景の
描写がなされていなくてもやはりこうした存在状況から逃れがたく囚われ
ているというフーヘルの言語表現上の事態（。Das　Schilfige，　das　Sumpfige
herrscht　v・r：“ jを伝える散文と詩作品》Frtihe《の断片，そして対象性の風
景と言ってもそれは単なる距離を介しての感傷的なものではなく，そこは
主体側と対象側の相互浸潤という動的交差の均衡性の顕現の場であり，こ
こにあっては人間は風景の表情をし，風景も人間の表情をたたえていると
説明する散文と詩作品》L6wenzahn《の一部引用，続く2つの散文とそれ
と対になる詩，つまり詩作品》Holunder《と》Oktoberlicht《それぞれの一
部引用の組み合せはその対象性に囚われ融合一体となった好情主体の詩的
内部性の局面を伝えている。
　さて，ラジオ放送用テクストを文脈に沿って読むなかで見えてくるこの
構造性は，先に見てきた詩作品》Der　Knabenteich《などに暗示されてい
た構造と同じものであると言えよう。というのは文脈に沿うレヴェルから
は，このテクストのほぼ中心に位置する文形象による境界線を挾んで外在
的状況を暗示する前域とその内在的後域とが対立する構図となることで融
合一体とこのテクスト全体がなっているからである。そしてこのことを可
能にする仕組はこのテクストの後半の部分での散文と引用韻文との問に文
章記号のコロンが用いられていることである。このことによって両項が文
脈に沿えぱ対立関係を表わすのだが，同時に散文が詩化し，韻文が解釈要
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素化するというそれぞれの表現性の相互移項をも可能にする。文脈に逆流
するベクトルが生じうるのである。このことが分節を段階的に外在的領域
に向って上昇する反文脈性の動性となって文脈のベクトルと交差すること
になる。だからこのような工夫によってこのテクスト全体が詩作品》Der
Knabenteich《を反映した相似形，つまり2つの相反するベクトルの交差
する「現在性」を実現した詩的形成物（Opus）とイメージされるのである。
　ところでフーヘルにとってのこのテクストを作成する動機は詩集》Der
Knabenteich《のオリジナリティを素直に正確に伝えようとすることであ
ったのだが，その主旨の説明のために引用したこの詩集からの自作品に，
すなわちこの詩集編纂時点の解釈レヴェルからの若干ではあるが時間的隔
たりにあるこのテクスト作成に際してのこれらの詩作品に，フーヘルが今
までに見えていなかった新しい解釈を見い出したと考えられる現われがこ
れまでの読みによってこのテクスト上に確認できた。こうした事態につい
ては前回拙論の（注11）で述べたのだが（注25），詩人は自作品であってもそ
の作品の内在性からは疎外されているしかない，ここでのこの時点にもこ
の必然が起きているということである。そしてラジオ放送用テクストの
時点でのフーヘルの置かれた意識からの対応は，この印刷を待つばかりの
詩集についてのメッセージを作成するためには，この詩集に今は見えてく
る詩集編纂時の詩人の意図とのずれを，この詩集の作品としての統一性を
危うくする個々の詩篇にある異質の解釈地平を切り捨てるためのテクスト
の分解を，そして詩集》Der　Knabenteich《の文脈に整合する組み立てを
試みることであったと思われる。その証拠は先に考察したように読みの対
象としたこれらの詩作品の意味が，それぞれにおいて引用個所を含めたう
えでの異質の地平を指し示していたにもかかわらずこの詩集の拝情世界の
内部性に整合する部分が主としてこのテクストの中央にある「文域」以降
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に引用されていることである。だからここにあってなお読者へのメッセー
ジとして詩人がこの詩集について書くことに重きを置くためには，フーヘ
ルの存在性からは必然として詩人のこの疎外状況，詩のテクストに現われ
ている意識の分裂性の消去により，つまりオリジナルの分解と再構成によ
り創作された「作品」となるしかない。あの詩作品》Der　Kna－
benteich《と同じ詩的実現である円還的構造性とも言うべき「現在性」を
構築している意識的テクストになるしかない，そう言ってよいだろう。
そしてこのより意識的にならざるをえない姿勢からの組成によるこのラジ
オ放送用テクストにも，すでに72篇もの詩を取り入れたこの詩集の有機
的統一性が充分でないと認識し，この作品をもっと自己という過去の現在
化に副う詩的レアリティへと修正しようとする詩人の困惑した意識の符牒
として，まるで剥き出しの断層のように露呈しアイデンティティの喪失と
いう分裂性の境界線を形成する外在状況のキーワードとして，そしてフー
ヘルの緻密な新しい解釈の起点として詩作品》Herkunft《がこの唐突とも
言える引用の仕方で組み入れられ，位置付けられている。このことによっ
てこのラジオテクストもやはりたんに閉じられた固定性のものではなく，
無限定性に開かれた詩特有の動的反響性の表情をたたえた構築物になって
いると言える。だからさらにこうしたテクスト読解からは，本論で問題と
してきた詩集》Der　Knabenteich《についてのこのラジオ放送用テクスト，
特にその前半のテクスト成立ということが，作品のテクスト空間（詩
集》Der　Knabenteich《）に詩人自らが読むことによって，そして意識性
の必然的動性である異テクスト（詩作品》Herkunft《）にある解釈視線が
関与していくことでのそれの分解と再構築によって，それだけより多層的
な新たなテクスト空間（詩集》Die　Sternenreuse《）を実現したことを意
味すると同時に，詩人の生という詩的現象の本来性をさらに展開していく
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ことになる一過程として，つまりそれを暗示する「元型」
ムとして機能していることを意味すると言えるだろう。
の認識のフォル
注
（1）拙論：ペーター・フーヘル研究　詩集》Die　Sternenreuse《を読む（2＞，学
　　　習院大学文学部研究年報第36輯（平成元年）S．181－208。
（2）Huchel，　Peter：Gesammelte　Werke　Suhrkamp　Verlag　1984　Bd・2S・
　　　242－251
　　　　　このテクストの構造について問題にするために，長くなるが全部をここに
　　　引用しておく：
＞Z双ノeガSelbstanzeigen　zu〃1　Gαゴガ‘ゐtband
》Der　Kηαろenteich《〈
引用（1）
Meine　Damen　und　Herren！
Wenn　ich　an　das　Dorf　denke，　in　dem　meine　Mutter
groB　wurde－und　in　dem　ich　sptiter　aufwuchs－t
so　h6re　ich　das　laute　Drtimmern　der　Eimer　an　der
Pumpe；ich　sehe　das　hohe　weiBe　Haus，　die　Sttille，　die
Scheune，　den　Garten　dahinter，　sehr　verwachsen，　die
Grillen　wetzen；unten　im　Keller，　wo　man　auch　buk，
riecht　es　nach　Apfeln　und　Winterstroh．　Dort，　in　Alt一
Langerwisch／Mark，　bin　ich　zwar　nicht　geboren，　aber
dort　bin　ich　schon　als　Kind　hingekommen．　Mit　vier
Jahren，　als　meine　Mutter　erkrankte，　gab　man　mich
zu　den　GroBeltern　aufs　Land．　Dort　verlebte　ich　einen
Teil　meiner　Kindheit；dort　war　ich　auch　in　den　spa
teren　Jahren，　jeden　Sommer，　jeden　Herbst．　Dies　muB
gesagt　werden，　um　das　Buch：Der　Knabenteich．
5
引用（2｝
Gedichte．　das　ich　hier　vor　seinem　Erscheinen　（im
Jess　Verlag，　Dresden）anzeige，　deutlicher　zu　machen．
10
15
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Denn　es　ist　die　Landschaft　des　Kindes，　es　ist　die
ム〔znds（7ゐaft　derルfark，　aus　der　diese　Verse　ihr　Leben
ziehen． 20
Kindheit　in　Alt・Langerwisch
Kindheit，　o　blUhende　Zauch，
wo　wir　im　nuBweiBen　Tag，
klein　im　Holunderrauch
waren　den　Hummeln　nach。 25
Vor　uns　die　Wolken　sch6n
liefen　wie　jappende　Doggen，
Dengeln　und　Wetzsteinget6n
herrschten　Roggen．
Mund　und　Tasche　war　froh，
wenn　ich　ins　kellerloch　kroch，
wo　es　unten　nach　W｛nterstroh，
NUssen　und　Apfeln　roch．
30
BarfuB　im　Sauerampfer
lief　ich　zum　Brombeertische，
Weide，　der　morsche　Zaun
warf　mich　in　BrennesselbUsche．
35
Abends　die　Pumpe　schrie，
drtimmernde　Eimer　fUllte．
GroB　an　der　Trtinke　das　Vieh
stampfte　und　brtillte．
40
Nacht　kroch　an，　von　Spinnen　bewohnt，
blakte　das　weiBe　Stallicht　aus．
Und　wlr　huschten　grau　im　Mond
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noch　mit　Huhd　und　Fledermaus． 45
H6rten　den　Knecht　beschw6ren　die　Kuh
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，
Kranke　von　Schierling　und　Klee：
Milch，　blaue　Milch，　Satansmilch　du，
im　Namen　des　Vaters　vergeh！
Seufzte　am　Maul　der　KUhe　das　Heu，
Gott，　wie　schliefen　im　Schlafe　wir　treu，
nachts　im　strohwarmen　Bette．
50
Und　die　Trtiume　flogen　wie　Spreu，
warfen　ins　Haar　die　duftende　Klette．
引用（4）Die　erste　Bedingung　zum　Verstandnis　dieser　Verse
wird　darin　bestehen，　sich　diesem　Buch　ohne　jede
Programmforderung　zu　ntihern．　Denn　2eitnah　sind　die
Gedichte　nur　zum　Tei1，　ntimlich　sofern　es　ihnen
gelungen　ist，　die　wergangene　Zeit　zvieder　gegenwartig
　　　　　　zu　machen．　Nicht　immer　wird　das　den　Gedichten
引用（5）gelungen　sein；aber　wo　sie　sich　dem　Vorsatz　ntihern，
muB　in　ihnen　wieder　die　Kindheit　sichtbar　werden，
ein　StUck　Natur，　ein　Sttick　Leben，　das　seit》damals《
unter　Tag　lag．　Auch　die　Menschen，　und　nicht　zuletzt
55
60
diese，　mUssen　sichtbar　werden．
Herkunft
DaB　ich　kam　im　Schattenwlnd，
weiB　davon　das　Haus？
Birnen　duften　mUrb　im　Spind
alten　Sommer　aus．
Wo　der　Flegel　sausend　drosch，
fliegt　das　Korn　zuhauf．
　　　　　　　　　　　　　　コ　’
Wo　am　Bett　das　Ol　erlosch，
65
70
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liegt　das　Laken　auf．
Als　ich　mit　verharztem　Haar
in　die　Kiefern　kroch，
klangen　laut　vom　Schwalbenjahr
Dach　und　Kammer　noch．
Nachtgeltiut　umweht　das　Haus．
Und　durchs　kalte　Tor
gehn　die　Freunde　still　hinaus，
die　ich　l巨ngst　verlor．
75
80
Und　der　Kesselflicker　auch，
der　am　Feuer　saB，
htimmernd　und　KUchenrauch，
den　ich　lang　vergaB，
vor　mir　hockt　er　krumm　und　alt
und　zigeunerisch，
kam　nachts　aus　dem　Krtihenwald，
suchte　Herd　und　Tisch．
85
90
Eh　die　Magd　die　Vesper　bot
und　vom　Brotlaib　schnitt，
ritzte　sie　das　Kreuz　ins　Brot，
gab　den　Glauben　mit．
Wenn　es　grtin　am　Himmel　tagt，
ob　sie　feldwsrts　eilt，
dienend　noch，　die　graue　Magd？
WeiB　lch，　wo　sie　weiltP
95
Und　der　Knecht，　der　grUbelnd　sann，
war　der　Tag　kaum　hel1，
forschend，　was　die　Spinne　spann，
lief　im　Netz　sie　schnell，
seilte　sie　die　Ftiden　fest，
100
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zog　ein　Sturm　herauf，
Regen　blieb　lang　im　Getist，
war　sie　tr盃gim　Lauf．
105
A】le　leben　noch　im　Haus：
Freunde，　wer　ist　tot？
Euern　Krug　trink　ich　noch　aus，
esse　eure　Brot．
Und　durch　Frost　und　Dunkelheit
geht　ihr　schUtzend　mit．
．Wenn　es　auf　die　Steine　schneit，
h6r　ich　euern　Schritt．
110
引用（6）Folgt　man　den　Versen　genauer，　so　wird　man　bald
feststellen，　daB　manche　Gedichte　ni‘ht∫o　sehr　geseゐen
sind　als　gehbrt（Schneebeeren，　Kastanien　knallen），
als　gerochen　（Milchgeruch）und　gesch〃ieckt（das
Kauen　von　AkazienblUten）．　Und　da，　wo　die　Land一
schaft　gesehen　wird，　erscheint　sie　oft　unter　einem
115
120
anderen　Licht，　gleichsam　als　stihe man sie　durch　ein
farbiges　Glas　hindurch．　So　hielt　man　als　Knabe　eine
bunte　oder　blakige　Glasscherbe　gegen　den　Horizont
und　kam， wann immer，　tlefer　hinter　den　Tag，
anders　hinter　seine　Erscheinungen．
引用（7）Erkltirend　muB　noch　gesagt　werden，　datS　es　nicht　nur
125
die　helle　Zeit　ist， von der　die　Gedichte　sprechen，
nicht　nur　die　Zeit， von der　man　noch　weiB　und
Genaues　sagen　kann auch　die　Zeit　davor，　die
nicht　mehr　so　hell　im　BewuBtsein　vorhandene　und
doch　einmal　gelebte　Welt　will　erscheinen，　die　erste
Kindheit，　die》mutternackte　FrUhe《，　in　die　die　Ge一
dichte，　wenn　auch　sehr　dunkel，　hindurch　vorzustoBen
suchen．　Es　wtire　aber　ein　Irrtum，　hierin　nichts　an一
deres　sehen　zu　wo11en　als　eine　gewaltsame　Auffri一
130
135
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schung　verblaBterErinnerungen：48ηηηガ‘乃’ωガr　rufen
das　Vergangene　an，　das　Vergangene　ruft　uns　an，
Etwas　vom　Geruch　eines　zerriebenen　NuBblatts，　und
wir　sehen　in　einen　verschollenen　Sommer　hinein．
Oder　der　Anblick　einer　grauen　Steinschwelle，　vor
einen　fremden　Haus，1titSt　uns　den　vergessenen　Platz
wieder　deutlich　sehen，　den　ganzen　Abend　ahnen　und
was　damals　vorging，　alswiraufeiner　gleichen　grau。
en　Steinschwelle　saBen：
Da　saBen　wir　abends　auf　einer　Schwelle，
ich　weiB　nicht　mehr，　vor　welchem　Tor，
und　sahn　wie　im　Mond　die　mondweiBen　Felle
der　Katzen　und　Hunde　traten　hervor．
Wir　riefen　sie　alle　damals　beim　Namen，
ich　weiB　nicht　mehr，　wie　ich　sie　rief．
Und　wenn　dann　die　Mtigde　uns　holen　kamen，
umfing　uns　das　Tuch，　in　dem　man　gleich　schlief．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（》Der　glUckliche　Gaften《の第2，
引用（8）Oft　sind　es　nur　die．　ganz　geringen，　alltaglichen　Dinge，
die　uns　anrufen：eine　Uhr　schltigt，　Vespergeltiut，　ein
Hahn　krtiht．　Aber　das，　was　dunkel　in　uns　lebt，　ant一
wortet　darauf．　Und　was　unser　Blick　zuerst　ergreift，
wenn　er　sich　nach　dorthin　fUr　einen　Augenblick　er一
hellt，　das　ist　das　rettende　Bild　der　Magd．
das　Kind　ins　Schultertuch；5fθtragt　es　barfuB
den　Stoppelsturz；．sie　schabt　den　Apfe1，　kocht　Brei　im
KacheHoch；∫ゴ8　warmt　das　Hemd　und　schiebt　die
heiBe　Kruke　ins　Bett；5ゴe　strickt　noch　lmmer，　wlih－
rend　wir　einschlafen，　weiB　im　Petroleumlicht．
Was　in　meinem　Atem　jagt，
一154一
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　　durch
140
145
150
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jagt　zurUck　die　Uhr．
Wieder　trtigt　mich　treu　die　Magd
durch　den　dunklen　Flur．
165
（》Das　Haus《の一一”部）
Es　ist　die　Landschaft，　in　der　man　als　Kind　heurmlief，
z’
TrBeiFuBhang，’ゐr　Eidechsenstein，　z’ゐr　Mittelgraben．
Manchmal　tritt．in　diese　Landschaft　ein　gnomisches
Wesen　hinein；Voge1－und　Baumgeister　werden　laut
　　　　ein　Zauberer　wohnt　in　der　Weidenh6hle，　er
trommelt　im　Nachmittagsmond：
170
Er　blljst　auf　Gras，　sein　Lockruf　schnalzt，
im　Rohr　die　Bekassine　balzt．　　　　　　　　　　　　　175
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1Er　hebt　die　Trommel　aus　dem　Arm
und　paukt　empor　den　Vogelschwarm．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（》Der　Zauberer　in　Frtihling《の第5詩節）
Oder　ein　Knabe　sitzt　　Kalmus　blasend　　　im　Schilf．
Es　ist　Mittag　und　der　Wind　haucht　aus　Feuer：
Verzaubert　ist　die　Mittagshelle，
das　glasig　grUne　Algenlicht．
Der　Knabe　kennt　die　Wasserstelle，
die　anders　spiegelt　sein　Gesicht．
Er　teilt　das　Schilf，　das　splittrig　gelbe：
froschk6pfig　pltitschert　hoch　der　Nick－－
und　summt　und　spritzt　und　ist　derselbe
wie　einst　mit　tierhaft　wildem　Blick．
180
185
Und　auch　der　Teich　ist　noch　derselbe
wie　einst，　da　dein　Mund　Kalmus　blies，
dein　FuB　hing　ins　Sumpfdottergelbe
und　mit　den　Zehen　griff　den　Kies．
Wenn　dich　im　Traum　das　teichgrUntiefe
190
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　　　　　　　　　　　　　Gesicht　voll　Binsenhaar　umfangt，
　　　　　　　　　　　　　ist　es，　als　ob　der　Knabe　riefe，
　　　　　　　　　　　　　weil　noch　dein　Netz　am　Wasserhtingt．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（》Der　Knabenteich《の第3，
　　　　　　　　　　　Auch　hier　noch，　in　der　Traumlandschaft，　ist　manches
　　　　　　　　　　　Licht　mtirkisch　geblieben．　Es　ist　der　Zauber．der
　　　　　　　　　　　Zauche，　ihr　Himmel，　ihre　Jahreszeiten．　Es　sind　die
　　　　　　　　　　　Kolke，　die　Seen　der　Mark．　Oder　noch　genauer　i　es　ist
　　　　　　　　　　　die　Gegend，　die　mir　am　vertrautesten　ist，　die　Gegend
　　　　　　　　　　　um　Potsdam，　wo　Wald，　Schilf　und　Wasser　beieinan－
　　　　　　　　　　　der　liegen．　Hier　flieBt　die　Havel，　die》schilfige　Nym・
　　　　　　　　　　　phe《，　wie　sie　in　einem　Gedicht　genannt　wird．　Unter
　　　　　　　　　　　ihrem　Himmel，　noch　ganz　im　Schatten　ttnd　Anfang
　　　　　　　　　　　des　Jahres，　kam　ich　auf　die　Welt：
195
4詩節）
200
205
Der　Havel　das　Eis，　den　Kr6ten　den　Mund
6ffnet　April．
Der　Himmel　war　vom　Schnee　noch　wund，
ich　kam　auf　die　Weh，　es　regnete　still
in　der　dritten　Nacht　ApriL　　　　　　　　　　　　　　210
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（》Die　dritte　Nacht　Apri1《の第1詩節）
引用（9）Die　Havel　bleibt　Uberall　in　den　Versen，　auch　wo　sie
nlcht　genannt　wird，　auch　wo　sie　nicht　dazusein
scheint，　ist　noch　als　Grundstimmung　vorhandan．　So
sind　es　auch　die　Worte　ihrer　Landschaft，　der　Kolke
und　Seen，　der　BinsenbrUche　und　Moosfenne，　die　im
Wortschatz　vorwalten：Alge，　EntengrUtze，　Libelle，
Kalmus，　Unke，　Bekassine　usw．　Das　Schilfige，　das
Sumpfige　herrscht　vor：
Noch　unterm　Laken
des　Mondes　schlafen　die　Wiesen　kifhl　und　he1】．
　　　　　　　　　　　　　　　　－156一
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Die　Sumpffeuer　blaken．
Die　Fr6sche　rUhren　ihr　Paukenfell：
（》FrUhe《の第2詩節）
引用（10）Niemals　wird　die　Landschaft　fotografisch　gesehen，
niemals　wird．sie　naiv als　Lied　zur　Laute be一
sungen；mit　Horizonten　und　Btiumen　von　innen　her 225
will　sie　Ober　die　bloBe． hdylle　hinaus；und　meist　er一
scheint　sie　nur，　wenn　der　Mensch　in　ihr　auftaucht．
Oft　trllgt　dann　der　Mensch　die　ZUge　der　Natur，　und
die　Natur　nimmt　das　Gesicht　des　Menschen　an．　So
heiBt　es　in　einem　Gedicht：
　　Leise　segelt　das　L6wenzahnlicht
　　Uber　dein　weiBes　W～esenges’cゐ‘，
　　Segelt　wie　eine　WF’mperうlatS
　　in　das　zottig　wogende　Gras．
230
（》L6wenzahn《の第3詩節）
引用⑪　Aber　nicht　so　sehr　das　Hinfinden　des　Menschen　zur 235
Natur，　nicht　so　sehr　das　EinfUhlen　oder　die　RUck一
kehr　in　die　Natur　will　in　den　Gedichten　zum　Aus一
druck　kommen，　mehr　noch　ist　es　die　Natur　als
Handelnde，　die　auf　den　Menschen　eindringt　und　ihn
in　sich　hineinzieht： 240
Bl…itterstark　im　Niederwehen
der　Holunder　uns　umschlang，
daB　es　deine　nackten　Zehen
feucht　und　wiesiger　durchdrang．
Und　der　Strauch　kam　auf　uns　nieder，
daB　der　Halm　am　Boden　klang，
schlug　um　uns　das　Laubgefieder，
245
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saB　in　unserm　Schlaf　und　sang．
（》Holunder《の第3，4詩節）
Das　Verbindende　von　Mensch　und　Landschaft：unser
Gesicht，　unser　GefUhl　verschmilzt　mit　ihr．　Die　letzte
Herbststunde　kocht　auch　uns　zu　Ende，　e三n　kleiner
Gartenwinkel，　voll　dunklem　Laub　　　wo　das　Obst
mit　der　Stange　heruntergestoBen　wird　　haucht
auch　unsere　Traurigkeit　aus，　die　uns　im　Matter－
werden　des　Lichtes　erfaBt：
250
255
Oktober，　und　die　letzte　Honigbirne
hat　nun　zum　Fallen　ihr　Gewicht，
die　MUcke　im　Altweiberzwirne
schmeckt　noch　wie　Blut　das　letzte　Licht，
das　langsam　saugt　das　GrUn　des　Ahorns　aus，
als　ob　der　Baum　von　Spinnen　sttirbe，
mit　B1巨ttern，　zackig　wie　die　Fledermaus，
gesiedet　von　der　Sonne　mUrbe．
260
　　DurchsUBt　ist　jedes　Sterben　von　der　Luft，
　　vom　roten　Rauch　der　Gladiolen，
　　bis　in　den　Schlaf　der　Schwalben　wird　der　Duft
　　die　Traurigkeit　des　Lichts　einholen，
　　bis　in　den　Schlaf　der　Ackermlluse
　　poltert　die　letzte　WalnuB　ein，
　die　braun　aus　schwarzgrUnem　Gehtiuse
　ans　Licht　sprang　als　ein　sUBer　Stein．
（1932）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（》Oktoberlicht《の第1，
265
270
2詩節）
Meine　Damen　und　Herren，
wenn　ich　an　das　Dorf　denke，　in　dem　meine　Mutter
groB　wurde　und　in　dem　ich　sptiter　aufwuchs，　so　h6re
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　　　　　　　ich　das　laute　Drljmmern　der　Eimer　an　der　Pumpe；
　　　　　　　　　　　ich　sehe　das　hohe　weiBe　Doppeldachhaus，　die
　　　　　　　Sttille，　die　Scheune；den　Garten　dah｛nter，．sehr　ver－
　　　　　　　wachsen，　die　Grillen　wetzen；　　unten　im　Keller，
　　　　　　　wo　man　auch　buk，　riecht　es　nach　Apfeln　und　Winter－
　　　　　　　stroh．
　　　　　　　Dort，　in　Alt－Langerwisch，　verlebte　ich　meine　Kind－
　　　　　　　heit，　dort　war　ich　auch　in　den　sptiteren　Jahren　jeden
　　　　　　　Sommer，　jeden　Herbst．　Dies　muB　gesagt　werden，　um
　　　　　　　das　Buch》Der　Knabenteich．　Gedichte《，　das　ich　hier
　　　　　　　vor　seinem　Erscheinen　im　Jess　verlag　anzeige，　deut一
引用（3＞1icher　zu　machen．　Denn　es　ist　die　Landschaft　des
Kindes，　es　ist　die　Landschaft　der　Mark，　aus　der
diese　Verse　ihr　Leben　ziehen．　Es　ist》der　groBe　Hof
des　Gedtichtnisses《（Augustinus），　weit　und　grenzen一
10s，　und　in　ihm　ist　alles　gegenwtirtig；die　Kindheit
der　Sterne，　die　schilfige　Nymphe，　die　Pappeln，　Luche
und　Teiche，　der　sandige　Heuweg，　die　polnischen
Schnitter　und　die　Z三geuner．　Zeitnah　sind　die　Ge－
dichte　nur，　sofern　es　ihnen　gelungen　ist，　die　ver－
gangene　Zeit　wieder　gegnew5rtig　zu　machen．　Nicht
wir　rufen　das　Vergangene　an，　das　Vergangene　ruft
uns　an．　Etwas　vom　Geruch　eines　zerriebenen　NuB－
blattes　　und　wir　sehen　in　einen　verschollenen
Sommerhinein．　Oderder　Anblick　einer　grauen　Stein・
schwelte　vor　einem　fremden　Haus　ltitSt　uns　den　ver・
gessenen　Platz　sehen，　den　ganzen　Abend　ahnen　und
was　damals　vorging，　als　wir　auf　einer　gleichen　grau－
en　Steinschwelle　saBen．　Oft　sind　es　nur　die　ganz　ge・
ringen，　allttiglichen　Dinge，　die　uns　anrufen　：eine　Uhr
schligt，　Vespergeltiut，　ein　Hahn　kr巨ht；aber　das，　was
in　uns　lebt，　antwortet　darauf，　und　was　unser　Blick
zuerst　ergreift，　wenn　er　sich　nach　dorthin　erhellt，　das
ist　das　rettende　Bild　der　Magd，　Sie　htillt　das　Kind
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ins　Schultertuch，　sie　tr巨gt　es　barfuB　durch　den　StoP－
pelsturz，　sie　warmt　das　Hemd，　sie　schiebt　die　heiBe
Kruke　ins　Bett，　sie　strickt　noch　immer，　wtihrend　wir
einschlafen，　weiB　im　Petroleumlicht，　Kinder　treiben，
im　dichten　Nebel　wandernd，　ilhre　KUhe　durch　den
Herbst．　Verkohlte　Zackenreste　zeigen　den　Ort　einer
alten　Feuerstelle　an．　Uber　dieser　schwebt　n㏄h
immer　der　Atem　des　Fortgewanderten．　Im　Schein　der
ruBigen　Stalla．terne　bespricht　der　alte　Sch5fer　Zie．
gener　die　kranke　Kuh：》Asa，　vetasa，　Milch，　blaue
Milch，　Satansmilch　du…《Der　tote　Knecht　Bartok
brennt　noch　immer　die　Wespennester　aus．　Und　sp巨t
in　der　Nacht　pocht　der　Kesselflicker　ans　Tor　und
wm　am　KUchenfeuer　schlafen．
（1932）
　　　　引用（1）から引用⑪は前回問題にした個所である。
（3）注（2）のテクストの153行目から163行目まで。
（4）　Huche1，　Peter：Die　Sternenreuse　Gedichte　l925－1947　R．　Piper＆Co．
　　Verlag　Mlinchen　l976　S．12－13
（5）Huche1，　Peter：G．　W。　Bd　1．　S．381
（6）最初と最後の詩節にある。die　schwarzen　Htihne‘‘の形容詞schwarzの使
　　用は，そうした種類の鶏がいるのかもしれないが，やはり尋常ではなく，詩
　　人の隠喩的操作ととれ，この詩の基調の暗さを印象付ける。さらに前半の外
　　部状況を表わす個所にもこうした効果を引き出す語法が見られる：”die
　　spljte　Fuhr‘‘，．das　dunkle　Tor　．
（7）　この詩にはこの他にもこうした表現がある：。Die　GeiB，　die　zottig　mit
　　uns　streift，“（ll行目），。das　grUn　der　Duft　im　Haar　mir　bleibt．“（14
　　行目），。Riedgras　saust　grau．‘‘（15行目），。und（sie）strickt　weiB　im
　　Petroleumlicht．“（30行目），。die　Uhr　schlllgt　alt．‘‘（35行目）など。
（8）詩集》Die　Sternenreuse《のなかでは，こうした好情主体の詩人が登場人
　　物として文脈に沿って行動を共にすることのみを主題としている詩は意外に
　　少ない。例えばKindheit　in　Alt－Langerwisch，　Die　Magd，　Am　BeifuBhang，
　　Kinder　in　Herbst　I，皿．，など。
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（9）注（2）のテクストの21行目以降の引用を参照。
（10）子供の視線にある形象としては例えば無冠詞の名詞表現：。Dengeln　und
　　Wetzsteinget6n“（7行目），。Mund　und　Tasche　war　froh，“（9行目）な
　　ど。また》Die　Magd《において指摘したのだが詩行に現われている文法性
　　を逸脱した語順の文形象：。Vor　uns　die　W・lken　sch6n／1iefen　wie　jappen・
　　de　Do99en．“（5～6行）。GroB　an　der　Tranke　das　Vieh／stampfte…“
　　（18～19行）など。さらに子供のものごとを直戯に表現する意味合いともな
　　っている形容詞の副詞的用法：klein（3行目），　sch6n（5行目），　groB（19
　　行目），grau（23行目），　treu（30行目）などの文のなかでの使用方法。
　　　そしてこうした形象が同時に流動性のものであるのは語のレヴェルで越現
　　在分詞の付加語的用法が多く用いられている：”…oblUhende　Zauch，“（1
　　行目），。…wie　japPende　Do99en“（6行目），。drammernCle　Eimer“（18
　　行目），”…die　duftende　Klette“（337f目）。
（11）注｛2）で取りあげたテクストの174行目以降。（Huche1：Die　Sternenreuse
　　Gedichte　1925－1947　Piper　Verlag　S．40～41
Der　Zauberer　im　FrUhling
Der　in　der　Weidenh6hle　wohnt，
er　schreitet　im　Nachmittagsmond，
wenn　leis　die　FluBmusik　ert6nt
und　den　verschilften　Weg　versch6nt．
Er　schleift　im　Kreis　den　langen　Rock，
die　Hand　am　krummen　Wurzelstock，
und　wippt　und　wirft　vom　weidnen　Ast
die　zeisiggrUne　Vogellast．
Wie　Hagel　durch　die　Hecken　klirrt，
von　blitzenden　Libelln　umschwirrt，
steigt　er　durch　Lattich　und　Getist，
die　Enten　jagend　aus　dem　Nest，
Den　Stock　st6Bt　er　ins　MuschelweiB，
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die　Unke　ruft　im　Wasserkreis．
Die　Fische　ziehn　um　seine　Hand，
16st　er　die　Algen　aus　dem　Sand．
Er　bltist　auf　Gras，　sein　Lockruf　schnalzt，
im　Rohr　die　Bekassine　balzt．
Er　hebt　die　Trommel　aus　dem　Arm
und　paukt　empor　den　Vogelschwarm．
Die　Schritte　t6nen　grillenlaut，
und　wiesenblUtig　raucht　das　Kraut，
die　MUckenwolke　summt　an　Hang，
wiegt　er　sich　im　Windzaubergang．
Um　totes　Holz　geht　er　und　pocht，
die　Grube　alter　FrUchte　kocht．
Die　Wespen　singen　drUber　wild，
bis　Harz　und　Honig　sUBer　quillt．
Er　teilt　das　Schilf，　das　Zittergras
und　schwingt　den　Mond，　die　Sichel　blaB，
und　sch1琶gt　die　Flamme　der　Salbei
blau　brennend　in　den　kuckucksschrei．
（12）
（13）
　　Zerst6bert　weht　das　Bltitterdach．
　　Die　grUne　Echse　raschelt　nach．
　　Ins　Weidicht　steigt　er，　wo　haust，
　1aut　paukend，　daB　der　Wind　erbraust．
　　。der　Nick“は動詞nickenの動作名詞で「うなずくこと」を意味し，少年
が浅瀬を歩くときの水のうねりの形容ととれるが，同時に。der　Neck“（水
の精）あるいは。der　Nix“（水の精，水魔）をも意味していると思える。
　本来，詩の始まりとしては詩作する主体がまずあって対象を詩のテクスト
に取り込むという関係性にある。このことからすれば，このテクストにおい
てはむしろ後半のパートの方が実像で，前半がその虚像であるはずである。
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　　　しかし詩の自律性を実現しようとするフーヘルの姿勢を考えればこの文脈の
　　　事態，すなわち主体が受動性の倒立像としてあるのは当然の成り行きと言え
　　　よう。
（14）　この9篇の詩のテクストがこのラジオ放送用テクストに組み込まれ，引用
　　　されているテクスト状態は，（注2）にその全文をあげてあるテクストで韻
　　　文引用の個所にそのオリジナルの詩の標題を示しておく。
（15）Huche1：G．　W．　Bd．1S．11
Holunder
Unter　der　Holunderh6hle
schliefen　wir　den　FrUhling　lang，
］aubkUhl　eine　kleine　Kehle
heilig　uns　zu　Htiupten　sang．
In　der　ginsterdichten　Stille
lagen　wir　am　Wiesenhang，
nur　das　Dengeln　einer　Grille
grasig　deinen　Seufzer　schwang．
Bllitterstark　im　Niederwehen
der　Holunder　uns　umschlang，
daB　es　deine　nackten　Zehen
feucht　und　wiesiger　durchdrang．
Und　der　Strauch　kam　auf　uns　nieder，
daB　der　Halm　am　Boden　klang，
schlug　um　uns　das　Laubgefieder，
saB　in　unserm　Schlaf　und　sang．
Unter　jungen　Haselntissen
sch藍iefen　wir　den　FrUhling　lang，
naB　von　Tau　und　naB　von　Ktissen
wllrmte　uns　der　Mond　am　Hang．
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　　　　　この詩が樹木に包み込まれた内部空間性のみを基調としていることが，後
　　　　の詩集》Die　Sternenreuse《には取り入れられなかった理由と考えられる
　　　　のでこれ以降の本論の対象から削除する。
（16）　Huchel，　Peter：Die　Sternenreuse　Gedichte　1925－1947　S．38
Die　dritte　Nacht　Apri1
Der　Havel　das　Eis，　den　Kr6ten　den　Mund
6ffnet　April．
Der　Himmel　war　vom　Schnee　noch　wund
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，
ich　kam　auf　die　Welt，　es　regnete　still
in　der　dritten　Nacht　April．
Die　Milch　der　Mutter　schmeckte　gut．
Der　Birkbusch　wuchs，　ich　blieb　nicht　jung．
Die　Nacht　verdunkelte　mein　Blut，
der　Augen　braune　D5mmerung．
　　　　Der　Schatten　meines　Herzens　steht
　　　　　im　kalten　Schatten　vom　Apri1，
　　　　dem　feldernden，　der　Lerchen　weht，
　　　　und　in　den　Btiumen　leben　wi11．
（17）　Huche1：a．　a．0．，　S，29
FrUhe
Wenn　aus　den　Eichen
der　Tau　der　FrUhe　leckt，
knarren　d量e　T廿ren，　r2dern　die　Speichen
vom　Schrei　der　H巨hne　geweckt．
N㏄hunterm　Laken
des　Mondes　schlafen　die　Wiesen，　ktihl　und　hel1．
Die　Summpffeuer　blaken，
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die　Fr6sche　rUhren　ihr　Paukenfeil．
Mondh6rnig　schUttelt
sein　Haupt　das　Rind
und　weidet　dunkel　am　Bach．
（18）
Der　Habicht　rUttelt
im　stUrzenden　Wind
die　Helle　der　Lerchen　wach．
Huche1：a．　a．0．，　S．55
L6wenzahn
Fliegen　im　Juni　auf　weiBer　Bahn
nimmernde　Monde　vom　L6wenzahn，
1iegst　du　versunken　im　Wiesenschaum，
16schend　der　Monde日ockenden　Flaum．
Wenn　du　sie　hauchend　im　Winde　drehst，
Kugel　auf　Kugel　sich　weitS　zerbltist，
Lampen，　die　sttiubend　im　Sommer　stehn，
wo　die　Dochte　noch　wolliger　wehn．
Leise　segelt　das　L6wenzahnlicht
Uber　dein　weiBes　Wiesengesicht，
segelt　eine　Wimper　blaB
in　das　zottig　wogende　Gras．
（19）
Monde　um　Monde　wehten　ins　Jahr，
wehten　wie　Schnee　auf　Wange　und　Haar．
Zeitlose　Stunde，　die　mich　verlieB，
da　sich　Cler　L6wenzahn　weiB　zerblies，
Huchel；a．　a．0．，　S，24
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Oktoberlicht
Oktober，　und　die　letzte　Honigbirne
hat　nun　zum　Fallen　ihr　Gewicht，
die　MUcke　im　Altweiberzwirne
schmeckt　noch　wie　Blut　das　letzte　Licht，
das　langsam　saugt　das　GrUn　des　Ahorns　aus，
als　ob　der　Baum　von　Spinnen　stUrbe，
mit　Bltittern，　zackig　wie　die　Fledermaus，
gesiedet　von　der　Sonne　mUrbe．
DurchsUBt　ist　jedes　Sterben　von　der　Luft，
vom　roten　Rauch　der　Gladiolen，
bis　in　den　Schlaf　der　Schwalben　w｛rd　der　Duft
die　Traurigkeit　des　Lichts　einholen，
bis　in　den　Schlaf　der　satten　Ackermtiuse
poltert　die　letzte　WalnuB　ein，
die　braun　aus　schwarzgrUnem　Geh盃use
ans　Licht　sprang　als　sUBer　Stein．
（20）
Oktober，　und　den　Bastkorb　voll　und　pfUndig
die　Magd　in　Spind　und　Kammer　tr2gt，
der　Garten，　nur　von　ihrem　Pf1Ucken　windig，
hat　sich　ins　mUde　Laub　gelegt，
und　was　noch　zuckt　im　weiBen　Spinnenzwirne，
es　fl6ge　gern　zur廿ck　ins　Licht，
das　sich　vom　Ast　die　letzte　Birne，
den　stiBen　Gr6ps　des　Herbstes　bricht．
Huche1：a．　a．　O．，　S．9－10
（注2）のラジオ放送用テクストの全文の66行目から114行目に引用され
　　　ている。
（21）　Huchel
　　　　　（注2）
：G．W．Bd．lS．380
のテクストの164行目より167行目に引用されている。
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　　　　　　　　Das　Haus
　　　　　　DaB　ich　kam　im　Schattenwind
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，
　　　　　　WeiB　davon　das　Haus？
　　　　　　Birnerl　duften　sUB　im　Spind，
　　　　　　Unterm　alten　Flaus．
　　　　　　Wo　der　Flegel　sausend　drosch，
　　　　　　Fliegt　das　Korn　zuhauf。
　　　　　　Wo　am　Bett　das　OI　erlosch，
　　　　　Liegt　das　Laken　auf．
　　　　　Was　in　meinem　Atem　jagt，
　　　　　Jagt　zurUck　die　Uhr．
　　　　　Wieder　trtigt　mich　treu　die　Magd，
　　　　　Durch　den　dunklen　Flur．
（22）（注2）のテクスト参照のこと。詩作品》Herkunft《（66行目から114行
　　　　目）と詩作品》Das　Haus《の一部（164行目から167行目）の問の部分115
　　　行目より163行目までである。
（23）拙論：ペーター・フーヘル研究　詩集》Die　Sternenreuse《を読む（2）S．
　　　189－200またその際の（注17）も参照のこと。S．208
（24）　Huche1：a．　a．　O．，　S．42
　　Der　gl廿ckliche　Garten
Einst　waren　wir　alle　im　glUcklichen　Garten，
ich　weiB　nlcht　mehr，　vor　welchem　Haus，
wo　wir　die　kindliche　Stimme　sparten
fUr　Gras　und　Amsel，　Kamille　und　StrauB．
Da　saBen　wir　abends　auf　einer　Schwelle，
ich　weiB　nicht　mehr，　vor　welchem　Tor，
und　sahn　wie　im　Mond　die　mondweiBen　Felle
der　Katzen　und　Hunde　traten　hervor．
Wir　riefen　sie　alle　damals　beim　Namen，
ich　weiB　nicht　mehr，　wie　ich　sie　rief．
Und　wenn　dann　die　Mtigde　uns　holen　kamen，
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　　　umfing　uns　das　Tuch，　in　dem　man　gleich　schlief．
（25）拙論：ペーター・フーヘル研究　詩集》Die　Sternenreuse《を読む（2｝　S．　206
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ドイッ文学科　助教授）
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